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　十一月上旬の、よく晴れた日曜日の朝。

「ここ……だよね？」

　二十階建てのマンションを見上げる私の唇から、戸惑い混じりの独り言が落ちた。

　スタイリッシュなグレーの外壁に、ガラス越しに見える天井の高いエントランス。

　お手本のような美しい字で書かれたメモの住所とスマホのマップ、そしてマンションの名前を照らし合わせる。ここで間違いないことを確認して、緊張感が大きくなった。

　約束の時間まではまだ少しだけ余裕がある。けれど、悩んでいるほどの暇はない……と自分自身に言い聞かせ、目の前の自動ドアを通った。

　深呼吸をして、オートロックインターホンに『一二〇七』と打ち込めば、すぐに『はい』と声が聞こえた。

「あっ……おはようございます！」

『おはよう。そのまま正面のエレベーターで上がってきてもらえるかな』

　聞き慣れた低い声に返事をすると、エントランスに続く自動ドアのロックが解除される。一泊用の小さなキャリーバッグを持つ手に自然と力がこもり、エレベーターを降りる頃には心臓が落ち着きを失くしていった。

　ガラガラとキャリーバッグを引きながら、一二〇七号室を目指す。このフロアの最奥、角部屋に当たる場所が私の目的地のようだった。

　インターホンを押すとすぐに中から出てきたのは、いつもよりもラフな格好をした上司――秋月あきづき課長だった。

「迷わなかった？」

「はい。大丈夫でした」

　微笑を浮かべれば、課長は小さく笑って頷いた。

「今日はよろしく」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　気分は、まるで職場にいるときのようだ。そんな固い雰囲気を纏う私に反し、秋月課長は穏やかな笑みを浮かべている。

　ドアを大きく開けられて「どうぞ」と促され、私は緊張を和らげることができないまま部屋の中に足を踏み入れた――。

















一章　「謝罪をするのは俺の方だろう」












　暦は十月下旬。新緑が紅葉へと向かうさなかの金曜日。

　窓から見える青々とした秋空を横目に、中堅文具メーカー『株式会社ミヤギヤ』の十階建ての本社内にある営業部のフロアの雰囲気は、どこか落ち着きがない。

　そんな周囲を余所に、私――小杉こすぎ真智まちはパソコンを真剣に見つめていた。

（今日こそ……今日こそ定時に帰りたい！）

　誰にも言えない本音を心の中で叫べば、タイピングの速度がわずかに上がった。これならきっと、なんとか定時には業務を終えられるはず。

　確信が強まったとき、隣の席の女性社員の井野いのさんが「秋月課長！」と高い声を上げた。

「どうでしたか!?」

「取れたよ」

　秋月課長の返答に、周囲がワッと盛り上がる。さっきまで眉間に皺を寄せていた同僚や、ため息ばかりついていた部長までもが作業の手を止め、課長の周りに集まった。

「取れたのか!?　四ツ谷よつや物産ぶっさんの契約！」

　興奮気味の部長に、秋月課長は静かに「はい」と頷いた。

「今後三年、ボールペンとファイルを半期ごとに一括購入してもらえることになりました。それと、創立二十周年の記念品として全社員分の万年筆の注文も承りました」

「おお、万年筆まで売り込んでくるとは！　さすが秋月くんだ！」

　部長は満悦そうに目を輝かせ、秋月課長の背中をパンパンと叩いている。

「万年筆と箱には刻印入りです。来年一月の創立記念パーティーで配られるので、すぐに手配します。ボールペンとファイルの契約書は、後ほど共有ファイルに上げます」

　部長とは対照的に、課長は冷静に説明すると、井野さんに「これお願いできる？」と業務の指示を出した。その様子を見ていた私は、こっそりため息をつく。

（定時帰りは無理かぁ……）

　秋月課長が立ち去ったあと、彼女は笑みを浮かべて「小杉さん」と私を呼んだ。嫌な予感が現実になることを悟り、顔が引きつりそうになる。

「私は秋月課長に頼まれた業務を優先するから、あなたはこっちの入力作業を分担して」

「これを全部……ですか？」

「そうよ？　あなた、入力は速いし正確だから、これくらいできるでしょ？」

〝分担〟とは言葉だけ。私のデスクの上には、大量の資料が置かれてしまう。

　仕事なら仕方ないとは思う。その反面、この業務は井野さんが真面目に取り組まなかったせいで終わっていないものだと知っているから、正直モヤモヤした。

　それでも、一方的に「よろしく」と微笑まれると、言いたいことを飲み込むしかない。

　心の中はため息だらけで、二週間ぶりに残業をせずに帰れるかもしれない……と考えていた数分前の喜びが、しゅるしゅると悲しげな音を立てて萎んでいく。

　会社の駒である私は、先輩社員の指示にただ粛々と従うしかないのだ。






　三十分後に訪れた昼休憩で手作りのお弁当を平らげ、休憩スペースでコーヒーを飲んでいると、隣の席に井野さんと彼女と同期の社員ふたりが腰を下ろした。

「秋月課長、また新規開拓するなんて本当にすごいよね！　営業成績は三年間トップ、しかも二十九歳で課長なんて将来有望だし、付き合ってくれないかなぁ」

「また井野ちゃんの願望が出たよ！」

　三人の会話の渦中にいるのは、秋月課長だった。

　井野さんが課長を狙っているのは、四か月ほど前にミヤギヤに転職してきたばかりの私でも知っている。彼女自身に隠す気がないようで、いつも人目も気にせずに話しているからだ。

　それに、井野さんは秋月課長に頻繁に声をかけている。もっとも、課長はあくまで上司として対応し、彼女の雑談にはあまり応じていないけれど。

「でも、課長って近寄りがたい雰囲気だし、私は二課の主任がいいなぁ」

「秋月課長はクールなの！　二課の主任みたいに軽い人と違って、硬派なだけよ」

　秋月課長が話題に上がるのは、決して珍しいことではない。とはいえ、なんとなく居心地が悪くて、席をそっと立った。

　営業部のフロアに戻ると、まだほとんどの社員が戻ってきていなかった。そんな中、課長だけが真剣な面差しでパソコンと向き合っていた。

（確かにかっこいいし、硬派っていうのもわかるんだけど）

　営業一課の秋月賢吾けんご課長は、三年間の営業成績がトップで、営業部のエースだ。

　二十九歳の若さで課長に就き、部下を纏めながらも自身の営業成績を維持し続け、ときには今日のように大手企業との新規契約も取りつけてくる。

　ミヤギヤからすれば、大手企業との契約は喉から手が出るほど欲しい。

　ただ、大手は大手同士で契約を結ぶことが多く、うちみたいな中小企業だとなかなか長期契約の締結にまでは至らない。にもかかわらず、この三年間で営業一課が取ってきた大手企業との契約は過去一番多く、その半分以上は秋月課長の実績なのだとか。

　上司の覚えがいいのはもちろん、近寄りがたい雰囲気を纏うわりには優しくて面倒見がいいため、同僚や部下たちからの信頼も厚い。ルックスも目を引き、女性社員の中には井野さんのように課長を狙う人も少なくはなかった。

　切れ長の一重瞼の瞳に、高く通った鼻筋。意志の強そうな眉はキリッとしていてクールな印象だけれど、たまに笑うと眉尻が下がって柔らかい雰囲気になる。

　一八〇センチ近い体躯は、スーツの上からでも程よく鍛えられているのが見て取れる。

　少し日焼けしている肌はきめが整い、黒に近いアッシュカラーの髪はすっきりとしたビジネスショート。爪の先まで手入れが行き届いているところも含め、とても清潔感がある。

　仕事は丁寧に教えてくれ、指示は的確でわかりやすい。もっとも、契約社員の私は、事務員からの指示で動くことが多いため、秋月課長と直接関わることは滅多にないけれど。

　それでも、課長に対しては〝営業一課で一番信頼できる人〟という認識を持っている。






　ミヤギヤの本社がある大手町おおてまち駅から、地下鉄で三十分。そこから徒歩五分の距離にある三階建てのアパートの二階が私の家だ。

「疲れたぁ……」

　一ＤＫの小さな部屋に響いた疲労感いっぱいの声が、疲れ切った体にのしかかった。定時である十八時はとっくに過ぎ、すでに二十一時を回っている。

　十八時半には退社していた井野さんは、今頃きっと合コンを満喫しているに違いない。彼女の業務を請け負った私は、契約社員の中で最後まで残るはめになったというのに……。

（まずはお風呂を沸かして、ご飯は……あとで考えよう）

　お腹は空いているけれど、今座り込んだら立てる自信がない。先週から残業続きの体は、家に着いたことで気が抜けたのか睡魔に襲われ始めている。

　全身に鞭を打つようにバスルームに行き、湯船にお湯を張りながらシャワーを浴びて必死に眠気を追いやった。

　ただ、バスルームの鏡に映る私の顔はひどいものだ。

　二重瞼の瞳は疲れているせいで淀み、眉間には皺が寄っている。昔から童顔なのがコンプレックスで、二十五歳になった今も大学生に間違えられることがあるけれど、疲労のせいで年相応に見えても嬉しくない。

　ブラウンベージュの髪にトリートメントをつけながらため息を零し、肩につかないくらいの長さの毛先に念入りに揉み込んだ。

「来週もずっと残業なのかな……」

　湯船の中で漏れた独り言にげんなりして、首をブンブンと横に振る。ようやく明日からの二日間は休みなのに、早くも月曜日のことを考えて憂鬱になった。

（保育士だったときも仕事は大変だったけど、やり甲斐も大きかったなぁ）

　ふと、つらくて距離を置いたはずの日常が懐かしくなって、苦笑が漏れた。

　私は短大を卒業後、つい半年ほど前まで保育士として働いていた。

　大好きな子どもと関われる仕事は大変なこと以上に楽しみがあり、子どもたちの成長を感じられるたびに感動を覚えた。幼い頃からの夢だった保育士になり、三年目で担任を任されるようになったあの頃は目標がたくさんあった。

　ところが、それから半年もすれば理想と現実との差に悩まされることになった。

　残業や持ち帰り仕事が多いのもつらかったけれど、一番の問題は子どもたちの保育や膨大な業務ではなく、保護者の対応だったのだ。

　保育士として、子どもたちが楽しく健康に過ごせるように尽力しようと思っていた。一方で、一部の保護者たちには頭を抱えさせられた。

　教室に絵を飾れば『うちの子の作品はどうして端に貼られているの』と言われ、運動会で外注先のカメラマンに撮ってもらった写真に対して『あの子よりもうちの子の方が二枚も少ない』と苦言を呈されて……。挙句、発熱していると受け入れられないというルールにまで、『こっちだって仕事なのに』と文句を言う始末。

　最初は真摯に対応していたけれど、私の答えが少しでも気に入らないと不満が何倍にもなって返ってくる。どれだけ丁寧に対応してもクレームが入り、次第に返答することに不安と緊張を覚え、そのうち恐怖心からなにも言えなくなっていった。

　結局、保護者からの要求に囚われてばかりで、子どもたちと向き合う余裕がなくなって……。その翌年度も担任として頑張っていたものの、決して庇ってはくれない園長や主任にも頼れない環境に負け、今年の三月末に退職してしまった。

　同じ園で働いていた同僚が次々に辞めていったことも、退職を後押しした。

　堪え性がなかったのかもしれない。それでも、クレームを浴び続けていくうちに気力も体力も削がれ、満足な保育ができなくなっていたため、事故を起こしそうで怖かった。

　夢だった仕事をたったの四年で辞めてしまうのは悔しかった。けれど、再就職のことを考えたとき、保育士としてやっていく自信もなくなっていた。

　悩みに悩んだ末、ひとまず保育関係の職種からは離れることにして、一般企業に就職しようと決めた。もっとも、それも決して甘くはなく、何社も受けた中で採用されたのはミヤギヤだけだった。しかも、正社員ではなく契約社員として……という条件で。

　とはいえ、あまり待遇がよくなかった保育士時代の貯金はすぐに尽きてしまいそうで、のんびり再就職先を探している暇はなく、七月からミヤギヤで働くことになったのだ――。






　　　＊　＊　＊






　その翌週も見事に残業三昧だった。

　先週の土日は両日ともうっかり二度寝して、貴重な休日を睡眠に費やしてしまった。夕方に目が覚めたときの後悔は大きく、二日間がもったいなく思えて仕方がなかった。

　だから、今週こそは充実した休日にしようと意気込み、平日と同じ時間に起床した。

　土曜日には部屋の掃除をし、日曜日の今日は身支度を整えて電車に乗った。

　馴染みのない駅で降りたのは、ネットで見つけたパン屋さんに行ってみたくなったから。

　パン屋さんは、駅前の商店街を抜けた先の閑静な住宅街の一角にあった。ヨーロッパのような赤レンガの外壁に、赤い屋根。その店内に並ぶパンはどれも目を引き、小ぶりなサイズが食べやすそうなのもあって、つい欲張ってたくさん買ってしまった。

　店員さんにこの近くにある公園の場所を尋ね、そこで焼きたてのパンを食べた。

　桜の木に囲まれた公園の花壇には色とりどりの花が咲き、小さな噴水から噴き上がる水が弧を描いている。遊具で遊ぶ子どもたちの声が響き、懐かしさが込み上げてきた。

（子どもたち、みんな元気かな）

　こういう景色を見ると思い出すのは、受け持った子どもたちのこと。

　まだ卒園していない子もいれば、小学生になっている子もいる。あの頃は、子どもたちの成長をずっと見守っていられると思っていた。

　退職からまだ半年ほどしか経っていないのに、なんだか保育士時代のことが懐かしくて、息を小さく吐いたとき。

「わぁっ……！」

　左側から大きな声が耳に届き、ハッとして視線を遣った直後には駆け寄っていた。

「大丈夫？」

　地面に座り込んでいた男の子は、クリッとした目で五分丈のズボンから出ている自分の膝を見る。そこから血が滲んでいるのを直視すると、小さな唇が歪んでいった。

「いたいよぉ……」

「怪我しちゃったんだね。でも、泣かないなんて強いね」

　笑みを向けると、唇をギュッと結んだ男の子は涙を我慢するようにこくりと頷いた。

「ぼく、ひとりかな？　パパやママはどこにいるの？」

「パパとママじゃない……。けんちゃんときたの」

「けんちゃん？」

　確かめるように返すと男の子は「うん」と言ったけれど、それが兄弟なのか友達なのかはわからない。

　見たところ三歳前後だろうと推測しつつ、男の子の目を真っ直ぐ見つめた。

「けんちゃんはどこにいるの？」

「おでんわしてる」

　保護者が近くにいるのなら、私が勝手に手当てをするわけにはいかない。たとえ親切心であっても、勝手な判断がクレームに繋がることは、保育士時代に経験していたからだ。

　けれど、不安そうに膝を見つめる男の子を放っておくこともできなかった。

「あのね、このお椅子に座れるかな？　お姉さんが抱っこしてもいい？」

「……いいよ」

　戸惑いがちに頷いてくれたことに「ありがとう」と言うと、男の子は笑顔を見せた。

　抱っこをしてベンチに座らせ、男の子と目線を合わせるためにしゃがむ。

「ぼく、お名前は？」

「みずしまこうへい」

「かっこいいお名前だね。私は真智っていうの。こうへいくん、お姉さんはあそこでハンカチを濡らしてくるから、少し待っててね。できるかな？」

「うん、できる」

　はっきりと返事をしたこうへいくんに「いい子だね」と言い置き、近くの水道でハンカチを濡らす。急いでベンチに戻ると、こうへいくんは大人しく座ってくれていた。

「今からこうへいくんのお膝を綺麗にして、絆創膏を貼ってもいいかな？」

　首を縦に振ってくれたのを確認し、ハンカチを膝にそっと当てる。同時に、気を逸らせるために「こうへいくん」と呼んだ。

「こうへいくんは何歳？」

「さんさい……」

　小さな指を三本立てる姿に、「そっか」と笑顔で頷く。

「好きな食べ物はなぁに？」

「うーんとね……ハンバーグとエビフライ！　あとね、チョコも！」

「全部おいしいよね！　お姉さんも大好きなんだ」

「ぼくといっしょだ！」

　パッと満面の笑みになったこうへいくんにクスッと笑い、「できたよ」と告げると、こうへいくんは瞳を輝かせた。

「くるまだぁ！」

　車の絵が描いてある絆創膏は、甥っ子のために買っておいたものだ。こんなタイミングで役立つとは思わなかったけれど、喜んでくれたことにホッとする。

「こうへいくん、けんちゃんはどこにいるのかわかる？　ひとりだと危ないから、お姉さんと一緒にけんちゃんのところに行こうか？」

「でも、けんちゃんおこってるかも……」

「え？」

　こうへいくんの言葉に、小首を傾げたとき。

「康平こうへい！」

　背後からこうへいくんの名前が呼ばれ、振り返った私の目が真ん丸になった。

「お前、勝手にいなくなるんじゃない！　心配するだろ！」

　血相を変えた男性には見覚えがある。というか、昨日も会った。昨日どころか、平日はほぼ毎日必ず顔を合わせている人物だ。

「で、でも……」

「でもじゃない！」

「あ、あのっ、秋月課長……！」

　叱る気持ちはわかるけれど、つい見兼ねて口を挟んでいた。

　私をそっちのけで叱責していた秋月課長が、私を見た瞬間に瞠目どうもくする。

「え……小杉さん？」

「お、お疲れ様です……！　その、勝手にいなくなったことはいけませんが、こうへいくんは転んで怪我をして……。ですから、こうへいくんのお話も聞いてあげてください」

「怪我？」

　私から視線を外した課長は、こうへいくんの膝を見て眉を寄せた。

「康平、他に怪我は？　どこか痛いところはあるか？」

　叱られて半泣きになっているこうへいくんの代わりに、「たぶん大丈夫だと思います」と答えれば、秋月課長がその場にしゃがみ込んだ。

「まったく……。寿命が縮んだよ」

　どうやら課長は、こうへいくんを探し回っていたらしい。額には汗が滲み、休日仕様なのかラフにセットされた髪も乱れていた。

　その様子はまるで父親のようで、こうへいくんから『けんちゃんときた』と聞いていなければ、きっと私はふたりを親子だと思ったに違いない。

「小杉さんが手当てしてくれたのか？」

「はい。でも、たいしたことは……。それより、勝手なことをしてすみませんでした」

「どうして謝るんだ？　謝罪をするのは俺の方だろう」

　保育士時代のトラウマから頭を下げた私に、秋月課長が怪訝な顔で首を傾げた。咄嗟に曖昧な笑みを浮かべて、「いえ……」とごまかす。

「とにかく申し訳なかった。それと、康平の面倒を見てくれてありがとう」

「大きな怪我じゃなくてよかったです」

「けんちゃん、ごめんなさい……」

　押し黙っていたこうへいくんが、涙混じりに課長を見上げている。

　秋月課長は「いや……もう大丈夫だよ」と言い、私に苦笑を向けた。私が笑みを返せば、課長の表情も和らいだ。






　こうへいくんこと水島みずしま康平くんは、秋月課長の姉の亜希子あきこさんの息子さんなんだとか。

　わけあって康平くんを預かることになり、買い出しに行ったあとでほんの一瞬の隙に康平くんの姿を見失った……ということだった。

「公園に着く手前で電話がかかってきて、つい目を離してしまった。さっきは康平を叱ったが、完全に俺の過失だ」

　滑り台で遊ぶ康平くんを見守りながら、秋月課長は眉をひそめた。

　確かに、預かった以上は責任がある。今回は事故に巻き込まれたり大きな怪我をしたりはしなかったけれど、それはあくまで結果論だ。

　ただ、保育士をしていた経験から言えば、子どもは瞬時に予想外の行動に出る。数人で神経を尖らせて見守っていても、予期しない事態に遭遇することは何度もあった。

「あの……子どもを見るって大変ですよね。予想できない行動を取りますし、気を抜いてなくてもこういうことはあると思います」

「そうだな。でも、そんな言い訳は通らないよ。反省するのは康平じゃなくて俺だ」

「もちろん、責任は大人にありますが……。康平くんはきちんと反省してましたし、課長は責任感がある方ですから、次に活かせばいいと思います」

（……って、なんだか偉そうだったかな。気を悪くさせちゃったかも……）

　話し終えたあとでハッと我に返り、差し出がましかったかもしれないと反省する。

「ありがとう。自分の無責任さに落ち込んだが、小杉さんのおかげで気持ちが軽くなったよ」

　けれど、優しい微笑みを向けられ、意図せずに鼓動が跳ねた。会社で見るのとは違う柔らかで穏やかな笑みは、大人の余裕を纏いつつも無邪気なものに思えた。

「い、いえ……」

　慌てて平静を装ったけれど、笑顔がぎこちなくなってしまう。

「そういえば、小杉さんは子どもの扱いが上手いね。もしかして下に兄弟がいる？」

「四歳上の姉がひとりいるだけです。甥っ子もいますが、実は私、以前は保育士をしてたんです」

「そうだったのか。どうりで……」

　今の会社では、自分から元保育士だと話したことはない。訊かれれば答えていたものの、あまり触れたくない話題だったはずなのに、なぜか課長には素直に打ち明けられた。

「実は、康平は人見知りがひどくて、初対面の人間とはほとんど話せないんだ。でも、小杉さんとは普通に話してたみたいだから」

　疑問が解消されたらしい秋月課長が、「プロだったなら納得だ」と笑う。

　プロなんて言ってもらうのはおこがましい。たった四年で辞めた上、逃げたようなものだったから。そんな気持ちを隠して曖昧に微笑むと、後ろめたさに苛まれた。

「ねぇ、まちちゃん！　いっしょにあそぼ！」

　ところが、満面の笑みで走ってきた康平くんによって、負の感情が溶けていった。

「康平、ダメだ。小杉さんはシッターさんじゃないんだぞ」

「えぇ～！　ぼく、まちちゃんとあそびたい！　ちゃんといいこにするから！」

「ダメだと言ってるだろ」

「あの、課長さえよろしければ、私は大丈夫ですよ」

　私の返答に、康平くんが目をキラキラと輝かせ、課長は戸惑い混じりに私を見た。

「ほんと!?　やったー！」

「いや、でも……せっかくの休日なのに」

　ふたりの声音は正反対で、なんだかおかしい。

「平気です。今日は予定もありませんし。もちろん、課長のご迷惑でなければですが……」

「迷惑だなんて……。じゃあ、少しだけいいかな」

　秋月課長に肯定の意味を込めて頷いた直後、康平くんに手首を掴まれた。

「まちちゃん、はやくあそぼ！」

「うん、なにして遊ぼうか？」

　明るい笑顔につられ、私からも笑みが零れる。康平くんに引っ張られた私は、課長とともにブランコの方へと走った――。

















二章　「付き合ってくれないか」












　翌週の月曜日。

　いつもなら憂鬱な週明けの朝だというのに、私の心は軽かった。康平くんに癒された日曜日が、とても充実していたからに違いない。

（でも、ちょっと筋肉痛が残ってるなぁ）

　学生時代には部活でテニスをしていたし、保育士時代は言わずもがな子どもと走り回っていた。保育士が子どもを抱っこするのは日常茶飯事だから、華奢気味な体型に似合わず腕だけはきちんと筋肉がつき、今もその名残はしっかりとある。

　ところが、デスクワークに慣れた体は、半年前と比べて随分と訛ったようだ。

「おはよう」

　始業時間の前にコーヒーを淹れていたとき、背後から声をかけられた。

「あ、課長。おはようございます」

「昨日は申し訳なかった。だが、康平も楽しそうだったし、俺も助かったよ」

　給湯室に入ってきた秋月課長は、一度外を確認すると、小さな紙袋を差し出した。

「これはそのお礼に」

「えっ？　い、いえ……お礼なんて受け取れません」

「そう言われそうな気がしたが、きみのハンカチを汚してしまったお詫びでもあるから」

　紙袋のロゴは、東京とうきょう駅に直結している大手百貨店のものだ。

　康平くんと少し遊んだくらいで、見るからに高価そうなお礼を受け取るなんてできない。戸惑っていると、課長が先日と同じ柔和な笑顔を湛えた。

「それに、小杉さんのために選んだものだから、きみが受け取ってくれないと行き場がなくなってしまうんだ」

　大人の余裕を纏った穏やかな声で紡がれた言葉は、どこか狡猾さを混じらせながらも優しいものだった。

（そんな言い方、ずるい……）

　そう思うのに、秋月課長の気遣いが嬉しい。

「わかりました。じゃあ、お言葉に甘えます。ありがとうございます」

　頭を下げて受け取ると、課長が瞳を緩めた。

　こんなところを井野さんや秋月課長のファンに見られたら顰蹙ひんしゅくを買うのに、喜びを隠せなくて満面に笑みを浮かべてしまう。

　刹那、課長は目をわずかに見開き、数瞬すうしゅんして微笑を零した。

　その表情の意味はわからなかったものの、「じゃあ、俺は行くね」と言い置いた秋月課長にもう一度お礼を告げ、課長の背中を見送った。






　　　＊　＊　＊






　祝日を挟んだ残業ばかりの三日間を終え、ようやく迎えた十一月初旬の金曜日。

　井野さんに頼まれた資料を探すために、三階にある資料室へと向かった。

　ミヤギヤでもデジタル化が進みつつあるものの、アナログ資料もまだたくさんある。どこになにがあるのかを把握できていない私は、資料室の片隅で立ち尽くしてしまう。

　少し悩んだ末に尋ねる方が早いと判断して、彼女に小言を言われるのを覚悟しながら踵を返すと、秋月課長が室内に入ってきた。

「お疲れ様です。課長も資料探しですか？」

「あ、いや……」

　なぜか曖昧に答えた課長に、小首を傾げる。直後、ハッとした。

「課長、この資料がどこにあるかご存知ですか？」

　指示を書き留めたメモを見せれば、秋月課長はサッと目を通した。

「こっちにあるよ。おいで」

　返事をして課長の後を追うと、奥の方の棚の上段から取ったファイルを差し出された。

「よかった……！　ありがとうございます」

「これくらい構わないよ」

　笑顔で頭を下げると、目が合った秋月課長は神妙な面持ちをしていた。さっきの課長の反応といい、どことなく違和感を覚えてしまう。

　早く資料を届けないといけないのに、すぐにこの場を離れることができなかった。

「あの……もしなにか探し物があるようでしたら、私も一緒に――」

「小杉さん」

　不意に重い空気になり、真剣な眼差しに捉えられた。

「は、はい……」

　秋月課長に気圧されるように、つい半歩後ずさってしまう。すると、課長は開いた分以上の距離を詰め、私に近づいてきた。

　思いつめるような表情と、ふたりきりの室内。気のせいかもしれないけれど、ただならぬ状況に思え、緊張感に包まれた。

「その……きみに頼みがある」

　どうやら、業務について……というわけではなさそうだ。直感でたどり着いた予測から内容を推測しようとしたものの、まったくなにも浮かばない。

「付き合ってくれないか」

　そんな私に、秋月課長は重い口ぶりで告げた。






「…………へっ？」

　たっぷりの沈黙のあとで漏れたのは、素っ頓狂な声。

（今……付き合ってくれないか、って言った……よね？）

　課長の言葉を反芻し、いやいやいや……！　と心の中で叫びながら首を横に振る。

　そんなはずはない。なにかの間違いに違いない。

　脳内で否定ばかりの自問自答を繰り広げ、なんとか口を開いた。

「あの、付き合うって……」

「ああ、ごめん。えっと……そういう意味じゃないんだ」

　秋月課長はハッとしたように言い淀み、らしくなく視線を伏せた。

　ホッとしたような、それでいて落胆に似た感覚が芽生えてくる。よくわからない感情に包まれ、沈黙が下りた資料室の空気はいっそう張りつめた。

　課長を見上げると、端整な目の下にクマができていることに気づく。いつもはアイロンがかけられているシャツには、小さな皺が散見していた。

　そういえば、今週の秋月課長は普段と様子が違った。仕事は完璧にこなしていたけれど、ずっと気疲れしている感じがあった。そして、特に今日の課長は顔色が悪い。

「付き合ってほしいのは、今週末のことなんだ」

　ようやくして切り出した秋月課長は、ためらいつつも説明を続ける。

「実は、四ツ谷物産の社長から明後日の日曜にゴルフの誘いがあったんだが、当然このタイミングで断るというのは難しい」

　四ツ谷物産は、課長がつい先日に契約を取ってきたばかり。三年分のボールペンとファイルに加え、万年筆は刻印入りで注文を受けたため、大きな利益となる。

　確かに、よほどのことがない限り断れないだろう。

「ところが、俺は今も康平を預かったままなんだ」

「え？」

「もともとは実家で預かってたんだけど、母がギックリ腰になってしまってね。父は育児どころか家事もほとんどできない人だし、しばらく俺が預かることにしたんだが……」

　聞けば、妊娠中の亜希子さんが、切迫早産で入院しているのだとか。

　康平くんの父親は長期の海外出張中のため、秋月課長の実家で一度は預かったものの、今度は課長のお母様がギックリ腰になったのだという。康平くんの父親の実家は遠方で頼れず、見兼ねた課長が預かると申し出たようだった。

「預かることになったのは、ちょうど小杉さんと公園で会った日からなんだ」

　この一週間、平日は康平くんが通っている保育園に預けつつ、お迎えや食事の支度などはベビーシッターに依頼し、土日は秋月課長ひとりで面倒を見ていたけれど……。ゴルフの予定は昨日の夕方に決まったため、ベビーシッターの予約が空いていなかったらしい。

「他の会社も調べたけど、急すぎてシッターが見つからなかった。せめて、土曜なら保育園に預けられたかもしれないんだが」

　課長の話を聞きながら、状況を把握する。

「そんなとき、この間のことを思い出して……。無理を承知で、小杉さんにベビーシッターを頼めないだろうか」

　予想したことを思い描いたのと同時に、秋月課長が真剣な瞳で私を見つめた。

「もちろん、給料はきちんと払うし、半日だけで構わないんだ。できるだけ早く切り上げて帰るから」

　必死の顔つきで懇願されても、私は戸惑うばかり。

「きみは元保育士だし、康平も懐いてた。あの日からずっと、康平は小杉さんと遊んでもらったことばかり話してるんだ。俺も、小杉さんなら信頼して預けられる」

　康平くんはとても可愛くて、久しぶりに癒された。あの日は楽しく過ごせたし、康平くんが懐いてくれたのだとわかったのは嬉しい。課長が私に相談してくれたのも、信頼してもらえていることも、保育士だった私にとっては喜ばしいことだ。

「ですが……私はもう、保育士を辞めましたし……」

　一方で、保育士時代のトラウマがある上、ベビーシッターの経験がないこともあいまって、頷くことはできなかった。

　いくら保育士の経験があるとはいえ、責任者がいる園内で複数人で保育をするのと家でひとりきりで面倒を見るのとでは大きく異なるし、なにかあっても責任が取れない。

「無茶なお願いだというのは、よくわかってる。もちろん、無理強いはできない。でも、俺はできればきみにお願いしたいんだ」

　頭ではマイナスなことしか浮かばないのに、秋月課長の真っ直ぐな視線を受け止めていると首を横に振れなかった。

　姉の真菜まなに頼まれて甥っ子の佑太ゆうたを預かることはあるし、康平くんと佑太は同い年という共通点もある。それでも、身内と他人とでは責任の重さが違う。

　すみません、と開こうとした唇が閉じる。無理だと思う思考とは裏腹に、一日くらいなら……と考える私がいる。

「ごめん……。無理を言ったね」

　すると、悩み続ける私の心情を察したように、秋月課長が眉を下げた。

「あの、課長……。もしかして寝不足なんじゃ……」

　疲労感の滲む顔で「そんなにひどい顔してる？」と自嘲の笑みを寄越され、課長を見たまま言葉に詰まった。

「康平がもともと人見知りだってことは話したと思うけど、今は精神的に不安定みたいで夜泣きが少しね。あと、赤ちゃん返りっていうのかな……それもあるんだ」

　困り顔で微笑する秋月課長は、睡眠時間が取れていないのだろう。

「普段はそんなにわがままじゃないんだけど、俺の前だと聞き分けが悪くて……。まぁ保育園では昼寝もして、友達とも元気に過ごしてるみたいだから、それだけでもよかったよ」

　けれど、課長は康平くんのことを心配し、自分自身の体調のことには触れなかった。

　康平くんにしてみれば、パパが海外出張でいない中、ママまで入院しているなんて不安に違いない。その上、おばあちゃんの家で過ごすはずが叔父さんの家に預けられることになり、慣れないシッターさんとも接しているなんて……。

　大人だって、それだけ環境が変われば大変だ。きっと、小さな子どもにとっては相当なストレスになっているはず。

「……わかりました。私でよければ、お引き受けします」

　そこまで思い至ると、もう断るという選択肢は消えていた。

「いいのか!?」

　刹那、瞠目した秋月課長が、私の両肩をがっしりと掴んだ。

「は、はい……」

　困惑しつつもなんとか頷けば、課長は慌てて手を引っ込めた。

「ごめん、つい……」

　ぎこちない雰囲気に包まれた私たちの間に、微妙な空気が流れる。私はファイルを両手で抱きしめるようにして、おずおずと口を開いた。

「あの……私は元保育士ですが、ベビーシッターの経験はありません。プロのシッターさんのようにはできないと思いますし、お給料をいただくわけには――」

「いや、そういうわけにはいかない。仕事として引き受けてもらわないと、俺はお願いできなくなってしまう」

　幸か不幸か、ミヤギヤでは契約社員の副業は禁止されていない。とはいえ、直属の上司からプライベートで給料をもらうのは抵抗がある。

「ですが……先日いただいたハンカチも高価なものでしたし……」

　秋月課長がプレゼントしてくれたハンカチは、女性向けブランドのものだった。

　何万円もするような品物ではないけれど、私があの日使ったハンカチは二枚で千円ほどだった。リーズナブルな雑貨屋さんで購入したものに対し、明らかに高価すぎる。

「それは別問題だ。あれはお詫びとお礼だと言っただろ」

　ためらう私を余所に苦笑した課長は、腕時計を確認してから再び私を見た。

「そのメモ、もういらない？　ファイルと一緒に貸してくれないか」

　悩む間もなく渡せば、秋月課長がスーツの胸ポケットに差している万年筆を右手で取り、ファイルを台の代わりにして文字をしたためていった。

「そういえば、日曜は予定とかなかった？」

「いえ……」

「よかった。じゃあ、明後日の九時にここに来てほしい。交通費も支払うから、電車でもタクシーでも自由に使って」

　ファイルごと返されたメモを見れば、私のメモ書きの下に綺麗な文字が並んでいた。課長の字を見て、自分が書いた文字を隠したくなってしまう。

「ごめん、そろそろ行かないと」

「あっ、私もっ……！」

　急いで資料室を後にし、広報課に行くと言った秋月課長を置いて五階でエレベーターを降りようとしたとき。

「小杉さん」

　課長に左腕を優しく掴まれて反射的に振り向くと、真摯な双眸そうぼうとぶつかった。

「ありがとう」

　近くなった距離のせいで、秋月課長の吐息が髪に触れる。

　柔らかな笑みを湛えられ、意志の強そうな瞳が弧を描く。ゆるりと微笑む様は色っぽくて、課長を見ていた私の胸が勝手に高鳴った。

　そっと解放された腕が、なんだか熱い。まだ秋月課長の体温が残っているような錯覚とともに、鼓動がドキドキと脈打っている。

　これまで目にしたことがなかった課長の表情が脳裏に焼きつき、いつまで経っても記憶から離れなかった――。

















三章　「きみがいてくれて本当によかった」












　十一月上旬の、よく晴れた日曜日の朝。

「ここ……だよね？」

　二十階建てのマンションを見上げる私の唇から、戸惑い混じりの独り言が落ちた。

　目の前の自動ドアを通って深呼吸をし、オートロックインターホンに番号を打ち込めば、すぐに『はい』と声が聞こえた。

「あっ……おはようございます！」

『おはよう。そのまま正面のエレベーターで上がってきてもらえるかな』

　一泊用の小さなキャリーバッグをガラガラと引きながら、一二〇七号室を目指す。十二階のフロアの最奥、角部屋に当たる場所が私の目的地のようだ。

　インターホンを押すとすぐに中から出てきたのは、いつもよりもラフな格好をした秋月課長だった。

「迷わなかった？」

「はい。大丈夫でした」

　微笑を浮かべれば、課長は小さく笑って頷いた。

「今日はよろしく」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　気分は、まるで職場にいるときのようだ。そんな固い雰囲気を纏う私に反し、秋月課長は穏やかな笑みを浮かべている。

　ドアを大きく開けられて「どうぞ」と促され、私は緊張を和らげることができないまま部屋の中に足を踏み入れた。

「まちちゃん！」

　直後、康平くんがスプーンを片手に飛んできた。

「康平くん、おはよう」

「おはよう！　きょうはずっと、ぼくといてくれるの!?」

「うん。課長……けんちゃんがお出かけしてる間、私とお留守番してくれるかな？」

「いいよ！」

〝けんちゃん〟と呼ぶことに抵抗を感じる私を余所に、康平くんは満面の笑みで頷く。私の傍に立っている課長は、呼び方なんて気にしていないようで安堵混じりに微笑んだ。

「あっ、康平！　廊下にヨーグルトが零れてるじゃないか！」

　よく見ると、広い廊下には白い痕が点々としている。康平くんが、左手でヨーグルトの入った容器を持っていたのだ。

「ようやくあっちを拭き終わったばかりなのに……。ほら、早くズボンも穿きなさい」

「やだ！　ぼく、ズボンなんてはきたくないの！」

　どうやら、康平くんはずっとこの調子らしい。七時に起きたものの朝食を食べたがらず、服を着替えるのも嫌がり、ようやく朝食に手をつけたかと思えば牛乳を零したのだとか。

　ため息をつく課長の袖口には牛乳のシミがあり、すでに疲労困憊しているようだった。

「康平くん。私、康平くんのお洋服を見せてほしいな」

「いいよ！　あのね、あっちにあるんだ！」

「じゃあ、康平くんとお手々繋ぎたいから、ヨーグルトを貸してくれる？」

　康平くんは少し考えたあと、素直にヨーグルトの容器を渡してくれた。私たちを見ていた秋月課長が、目を見開いている。

「今のうちに準備してください」

　課長にコソッと告げ、康平くんとともにリビングに行った。






　康平くんが見せてくれた洋服を褒めると、素直にズボンを穿いてくれた。

　気をよくした康平くんは朝食の残りを食べ、秋月課長が準備を済ませた頃には食べ終わるところだった。

「すごいな……。いったいどうやったんだ」

「赤ちゃん返りがあるってことですし、いつもと違う休日に不安もあって、気分が乗らなかっただけだと思いますよ。それに、こういうときは意外と他人との方が上手くいくんです」

　保育園にいたときは何人もの子どもを受け持ち、ひとりひとりの性格に合わせて接する必要があった。それに比べれば、康平くんとだけ向き合えるのはありがたい。

「いや、シッターさんも手を焼いていたし、小杉さんの手腕だよ」

　課長は安堵の笑みを浮かべつつ、時計を確認した。

「ひとまず、必要経費分として現金を渡しておくよ。小杉さんの昼食やおやつもこれで買って、足りない場合はあとで請求して」

「康平くんはアレルギーとかありますか？」

「そういうのはないよ。ただ、好き嫌いはちょっと多いな」

「差し支えなければ、キッチンをお借りしてもよろしいですか？　アレルギーがないなら、一緒に料理するのも楽しいかと思って」

「それは構わないが、きみの手間になるだろ。テイクアウトとかで充分だよ」

「じゃあ、康平くんの意見を訊いてから決めます」

　秋月課長は頷くと、現金が入った封筒とともに家の鍵を差し出した。

「書斎以外は自由に使って。康平が昼寝をするときは、寝室のベッドで寝かせてもらえるかな」

　その後、康平くんの普段の生活スタイルも確認した。保育園に通っているため、私が保育士だった頃のタイムスケジュールを基盤にすればよさそうだ。

「昼食は先方と摂るけど、飲み会は断ったから夕方には帰れると思う。もしなにかあれば、いつでも連絡して」

　帰宅予定が十六時頃だと言った課長に頷き、玄関まで見送る。

　康平くんは不安げにしていたけれど、私が「いってらっしゃいしようね」と笑顔を向ければ、素直に「けんちゃん、いってらっしゃい」と手を振った。

「いってきます。小杉さんの言う事をよく聞くんだぞ」

「うん」

　秋月課長は、康平くんの返事に安堵混じりの笑みを零した。

「小杉さん、本当にありがとう。恩に着るよ」

　唐突に優しい微笑みを与えられ、見慣れない表情を前にたじろぎそうになる。

「いえ。お気をつけて」

「ああ、いってきます」

　なんとか平静を装えば、課長は康平くんの頭を撫でてから出かけていった。

「康平くん、お昼ご飯はなに食べたい？　一緒に作ってもいいし、お店で買ってもいいよ」

　寂しそうだった康平くんの顔が、パッと明るくなる。

「ぼく、おにぎりつくりたい！」

「じゃあ、お弁当を作って公園に行こう。まずはお買い物だね！」

　笑顔で頷いた康平くんに、ホッとする。十六時までは七時間近くあるけれど、なんとかなりそうだ。






　近所のスーパーで食材を買い、百円均一でお弁当箱も調達して、秋月課長の家に戻ってきたあと、すぐに支度に取りかかった。

　時間がなくてご飯はレトルトになったものの、康平くんはラップに包んだご飯を一生懸命握っている。課長の家で料理をするのは気が引けたけれど、楽しそうな康平くんの姿が私の緊張を解してくれた。

　ふりかけのおにぎり、たこさんウインナー、甘い卵焼き、フライドポテト。康平くんのリクエストのおかずにきゅうりとミニトマトを飾れば、簡単なお弁当ができた。

　私が片付けている間、康平くんはリビングでアニメを観ながら待ち、公園に行くときも聞き分けよく手を繋いでいてくれた。

　きっと、普段はこんな風にとてもいい子なんだろう。

　秋月課長には甘えられる分、わがままになってしまうのかもしれない。課長は少しばかり手を焼いているようだったけれど、甘えられる場所があるのは大切なことだ。

「はやくおべんとうたべたいねぇ」

　ぷっくりとした頬を綻ばせる康平くんは、ブランコに乗りながら笑っている。

「お腹空いたら食べようね」

「ぼく、おなかすいてるよ！　ほいくえんだと、ながいはりとみじかいはりがなかよくしたら、きゅうしょくたべてるもん！」

「そっか。じゃあ、お弁当食べようか」

「うん！　ぼくがつくったおにぎり、たべるんだ！」

　水道で手を洗ってから近くのベンチで肩を並べ、少し不格好で可愛らしいおにぎりを渡せば、康平くんが得意げな笑顔を見せた。無邪気な姿に、目を細める。

　康平くんはおかずも平らげ、膨れたお腹を突き出して「おなかいっぱい！」と笑った。

「これからどうしようか？　もっと遊ぶ？」

「あのねぇ、ぼく……」

　康平くんが滑り台に視線を遣ったかと思うと、ハッとしたように黙り込んだ。

　そこには仲睦まじく遊ぶ家族がいて、康平くんの表情が曇っていく。午後の公園は、どこもかしこも家族連れで賑わっていた。

「まちちゃん、けんちゃんのおうちかえろ……」

　きっと、パパやママが恋しくなったに違いない。それでも、決して口には出さない康平くんは、小さな体で色々と我慢しているんだろう。

「じゃあ、おうちで遊ぼうか」

　暗い雰囲気にならないように笑顔を見せると、康平くんはこくりと頷いた。






　秋月課長の家に戻ると、キャリーバッグからおもちゃを出した。

「ぬりえだ！　おりがみとえほんもある！」

　浮かない様子だった康平くんの顔に、一気に笑みが差す。佑太用に買ったおもちゃだけれど、康平くんは興味津々の顔で絵本を手に取った。

　ふたりが同い年でよかった、と安堵の笑みが漏れる。

　持参した絵本をすべて読み、ぬりえをして、折り紙で色々なものを作った。楽しそうにしていた康平くんは、おやつを食べて歯磨きを済ませた頃に目をこすり始めた。

「康平くん、お昼寝する？」

　眠気が強かったのか、康平くんは頷いて私に両手を伸ばしてきた。康平くんを抱っこして、気後れしつつも寝室に入らせてもらう。

　ブラウン系のインテリアで統一された寝室は落ち着いた雰囲気で、フローリングに落ちている康平くんのおもちゃとのギャップに和んだ。

　ベッドに康平くんを寝かせ、胸の辺りを優しくポンポンと叩く。

「まちちゃん、ぼくがおきるまでいてくれる？」

「うん、いるよ」

　康平くんはよほど疲れていたのか、私の答えを聞いて数分もしないうちに眠ってしまった。すやすやと可愛い寝息を立てる姿に、ふふっと笑い声が漏れる。

　しばらく様子を見ていたけれど起きる素振りはなく、そっと寝室を後にした。

　時刻は十五時半を過ぎたところ。リビングの片付けを済ませてスマホを確認すると、【ごめん、少し遅くなりそう】とメッセージが届いていた。【大丈夫ですよ】と返し、康平くんが昼寝中であることも伝えておく。

（でも、私は手持無沙汰になっちゃったな）

　そのままネットサーフィンを始め、気づけば十七時近くになった頃。玄関の方でガチャガチャと音が鳴り、ハッとしてスマホをバッグに戻した。

　廊下に行けば、玄関にいた秋月課長と目が合った。

「遅くなってごめん」

「大丈夫です。おかえりなさい」

　申し訳なさそうな課長の「ただいま」に笑顔を返し、康平くんはまだ昼寝中だと告げる。

「本当に助かったよ。よかったらコーヒーでも飲んでいって」

　秋月課長が帰宅したら、すぐに帰るつもりだった。けれど、今日のことは話しておきたいし、康平くんが起きるまでいると約束もした。

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　課長はふたり分のコーヒーを淹れてくれ、ソファに並んで座った。今日一日の康平くんの様子や食べたもの、そして公園での出来事も報告していく。

「……そうか」

「康平くんはなにも言いませんでしたが、パパやママが恋しくなったんだと思います。帰ってからは笑顔で遊んでましたが、もしかしたらまた夜泣きがあるかもしれません」

「それは構わないんだけど、気を遣わせて申し訳なかった。大変だっただろ」

「そんなことありません。康平くん、すごくお利口でしたから」

「小杉さんの手腕だよ。俺の前だとわがまま放題だ」

「課長には甘えられるからですよ」

　秋月課長は困ったように微笑んだあとで、私の目を真っ直ぐ見つめた。

「とにかく本当にありがとう。小杉さんのおかげで俺は安心して出かけられたし、康平も笑顔で過ごせた。きみがいてくれて本当によかったよ」

　大袈裟なくらい感謝されて戸惑う。課長の柔らかな笑みはとても綺麗で、落ち着きを失くした鼓動がドキドキと騒ぎ始めた。

　じっと見つめられてどぎまぎするのに、なぜか秋月課長から目が離せない。

　思わず息を呑み、頬が熱くなりそうな予感を抱いたとき。

「―――うわぁぁんっ……！」

　寝室から康平くんの泣き声が聞こえ、私たちは同時に立ち上がった。

「起きたようだな。見てくるよ」

　頷いて再びソファに腰を下ろすと、秋月課長は寝室へと向かった。

　ひとり残されたリビングで、そっと両頬に触れてみる。熱を帯びている気がして、あのまま見つめられていたら真っ赤になっていたかもしれない……と思った。

　すっかり緊張が解けていたけれど、特別親しいわけでもない上司の家で過ごし、業務以外ではほとんど話したことがなかった人とふたりきりの空間にいた。

　冷静になって思い返すと、急にドキドキしてしまう。

「まちちゃんっ……！」

　直後、リビングに飛び込んできた康平くんが私にしがみついた。

「康平くん、ごめんね。起きたときにひとりだったから、びっくりしたんだよね」

「いつもは泣いたりしないんだけど……」

　課長いわく、康平くんが自主的に起きてくるときにはこんな風に泣くことはないのだとか。夜泣きはひどいものの、寝起きはいいみたい。

「昼間のこともあって、不安になったんだと思います。配慮が足りなくてすみません」

　責任を感じる私に、秋月課長が当然のように首を横に振る。

「小杉さんのせいじゃないよ」

　課長は優しく微笑み、私に抱きついたままの康平くんに苦笑を向けた。

「まちちゃんがいなくなっちゃったとおもったの……」

「うん、そうだよね。康平くんが起きるまで一緒にいるってお約束したのに、傍にいなくてごめんね」

　私にしがみついている康平くんを膝の上で抱き、向かい合う形でギュッと抱きしめる。背中を優しく撫でていると、少しして康平くんが泣きやんだ。

「お昼寝、たくさんできて偉かったね。喉渇いてないかな？　お茶飲もうか？」

「俺が淹れてくるよ」

　私は康平くんを抱きしめたままで待ち、秋月課長が戻ってきた頃には落ち着いていた康平くんは、コップ一杯分のお茶をごくごくと飲んだ。

　笑顔を取り戻した康平くんに、胸を撫で下ろす。様子を見守っていた課長も、ホッとしているようだった。

　康平くんがアニメを観ると言い出したのを機に、そろそろお暇しようと時計を確認する。秋月課長と話し込んでいたため、十八時近くになっていた。

「課長、私はそろそろ……」

「ああ、そうだな。引き止めて悪かった。今、給料を―――」

「いえ、それは本当に……。昼食代は預かったお金から出させていただきましたし」

「小杉さん、きみは保育士資格を持つプロだ。ベビーシッターの経験はなくても、康平が楽しく安全に過ごせるように配慮してくれたし、俺も本当に助かった。なによりも、正当な報酬なんだから、小杉さんは遠慮するべきじゃないんだよ」

　課長は真っ直ぐに私を見つめ、きっぱりと言い切った。そこまで言ってもらって拒否するのも失礼だと思い、「わかりました」と笑みを浮かべる。

　ところが、受け取った封筒になんとなく違和感を覚え、断りを入れてから中を確認してギョッとした。

「課長、これは多いです！」

「いいんだ。休日手当と急にお願いした分も入っているから」

　秋月課長とは、事前にベビーシッターと同じ金額で請け負う約束をしていた。課長と私、双方の意見をすり合わせ、そこが妥協点になったはずだ。

「交通費や雑費も込みだから。テーブルに置いてある折り紙は小杉さんのものだろ」

　それを差し引いても多い。ただ、このやり取りは私に分がないことも察していた。一度きりのことだし、私が折れるべきだというのもわかる。

「……わかりました。では、ありがたく頂戴します」

「ああ。本当にありがとう」

　柔和な弧を描く瞳に、またしてもたじろぎそうになる。

「まちちゃん、かえっちゃうの？」

「うん。今日はたくさん遊んでくれてありがとう」

「やだっ……！　まだかえらないで！　いっしょによるごはんたべようよ！」

　涙目になった康平くんは、私の膝にしがみつき、「おねがい！」と必死に懇願してきた。

　こんな姿を見せられたら、後ろ髪を引かれてしまう。昼間のこともあったため、拒絶するのをためらった。

「康平、小杉さんは帰らないといけないから」

「やだ！　ぼく、ずっとおりこうにしてたもん！　まちちゃんにいてほしいんだもん！」

「あの、課長……ご迷惑でなければ、私が晩ご飯を作りましょうか？」

「いや、さすがにそこまでは……」

「でも、お給料をたくさんいただいてしまったので」

「まちちゃんがいい！　まちちゃんのごはん、おいしいもん！」

　遠慮からお互いの気持ちを窺い合う大人に反し、康平くんの主張はとても素直だ。こういうとき、子どもの真っ直ぐさが羨ましくなる。

　結局、私が夕食の支度を担うことになり、秋月課長は一緒に食べることを提案してくれた。康平くんは喜びをあらわにし、ぴょんぴょんと跳ねていた。

　課長に食べてもらうのは緊張したけれど、私が作ったオムライスはふたりに好評で、三人で囲んだテーブルは賑やかなものになった。

　今日一日のことを話す康平くんに、秋月課長は優しい眼差しで相槌を打ち、しっかりと耳を傾けている。課長に子どもができたらいいパパになるんだろうな、と想像できた。
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　緊張から始まった一日だったけれど、とても楽しかったな……なんて考えていたとき。

「ぼく、つぎのおやすみもまちちゃんとあそびたい！」

　康平くんが、無邪気に言い放った。

「康平、次からはいつものシッターさんが来るんだよ」

　目を丸くした私の前で、秋月課長は苦笑している。すると、課長の隣に座る康平くんの顔が、みるみるうちに曇った。

「やだ……。ぼく、まちちゃんがいいもん……」

　ここで情を出しても、私はずっとベビーシッターでいられるわけではない。だから、心を鬼にしてでも断るべきだと頭ではわかっている。

　一方で、もっと康平くんと一緒にいたいという気持ちもあった。

「あの、課長……」

「小杉さん、さすがにこれ以上は……」

　私の心情を見透かすように、秋月課長が眉を下げる。いつもならこれ以上なにか言うことはないけれど、今日はなぜか思っていることを伝えられる気がした。

「課長さえご迷惑でなければ、私にベビーシッターをさせてください」

「でも……」

「お給料はいりません。私も康平くんと過ごせて楽しかったので、今日みたいにベビーシッターが必要なときはもちろん、週末に課長がひとりで過ごしたいときや家事を済ませたい数時間とか、お互いに無理のない範囲で……ということでいかがですか？」

「それは確かに……こちらとしてはありがたいけど……」

「ねぇ、いいでしょ！　ぼく、いいこにするから！」

　不安を覗かせていた私と、戸惑いつつも魅力を感じている様子だった課長。私たちふたりの背中を押したのは、やっぱり康平くんだった。

「じゃあ、あくまで小杉さんの無理のない範囲で。でも、給料はきちんと受け取ってほしい。これは必要なものだし、きみの働きへの正当な対価だから」

「わかりました。ただ……その……」

「ん？」

　言い淀む私に、秋月課長が穏やかな面持ちになった。どう伝えればいいのか言葉を探す間、課長は私を待ってくれていた。

「今日みたいに高額なのはちょっと……」

「ああ、そういうことか。うん、わかった。それもまた相談しよう」

　おずおずと言えば、秋月課長がクスッと笑う。すんなりと私の気持ちを受け入れてくれた課長には、大人の余裕が見える。

　また鼓動が高鳴った私を余所に、秋月課長は優しい笑顔で康平くんに説明し、康平くんは大喜びしていた―――。

















四章　「きみを口説きたくなった」












【昼食を済ませたら六階のミーティングルームに来てほしい】

　秋月課長からそんなメッセージが届いたのは、翌週の木曜日の午前中だった。

「最近の秋月課長、変じゃない？　なんかピシッとしてないっていうか」

「あー、わかる。顔色悪いよね」

　すぐに【わかりました】と返した私の左隣で、井野さんが同僚とコソコソ話している。

　確かに、彼女の疑問には頷けた。外見には清潔感があるけれど、課長の顔には疲労が浮かび、寝不足だというのはわかってしまう。

　可愛い甥っ子であっても、秋月課長は康平くんの親ではない。親とはまた別の意味で責任があるし、慣れないワンオペ状態の育児に苦戦しているんだろう。

　たった数時間、子どもと一緒にいるだけでも大変なことはたくさんある。それは、可愛さとは別問題だし、何日も預かれば苦労や問題点はどんどん出てくるはず。

　会議などでは普段通りの様子だし、課長のことだから取引先とのやり取りなども問題ないとは思う。私が気にすることではないのに、それでもなんだか気になって仕方がなかった。






　ミーティングルームに行くと、秋月課長は「休憩中に呼び出してすまない」と缶コーヒーを差し出した。お礼を言って受け取り、課長が座っている隣の椅子に腰を下ろす。

「ベビーシッターの件だけど、基本的には小杉さんの都合を優先してもらいつつ、この間のように急用のときには融通してもらえたら助かる」

「はい。私の予定がないときであれば大丈夫です」

「それなら、日曜に数時間ほど来てもらいたいんだ。あと、給料はいつも頼んでるシッターさんと同じ条件でいいかな」

　本当はそれでも多いけれど、先日のようなことになるのはもっと困る。そう伝えた上で頷けば、課長は「わかった」と苦笑を零した。

「次からはそうするよ。小杉さんに来てもらえないと、康平が大泣きしそうだし」

　肩を竦めた秋月課長が、ため息をつく。

「でも、まずは小杉さん自身のことを優先してね。こちらに合わせてデートもできないなんてことになるのは、さすがに申し訳ないから」

「デートなんて、そんな……。してくれる相手もいませんから」

　過去にお付き合いをしていた人はひとりだけいた。社会人三年目のときに同僚の紹介で知り合った、三歳年上の人だった。

　けれど、私が仕事で悩んでいても寄り添ってくれることはなく、休日に家で仕事をするからとデートを断れば、『家にまで仕事を持ち込むな』と不機嫌になるような人だった。

　最初に見せてくれた優しさはすぐになくなり、仕事と同じように言いたいことを飲み込むようになって……。三か月もせずに距離ができ、振られてしまった。付き合う前を含めても彼との思い出は十回ほどの食事だけで、恋人らしいことはなかったけれど。

「なんだ、もったいないな」

　ふっと瞳を緩めた課長が、私を見つめてくる。

「でも、俺としてはラッキーだけど」

　真っ直ぐな視線にたじろいでしまった私に、秋月課長はそんな風に言ってのけた。

（それって、彼氏がいない方がベビーシッターを頼みやすいから……ってことだよね？）

　すぐに至った結論で間違いないはず。そう思うのに、意味深な笑みを浮かべたままのかんばせが、私の心をいたずらに惑わせてくる。

「あの……康平くんの様子はどうですか？　夜泣きはまだひどいですか？」

　どぎまぎするのを隠したくて急いで話題を探すと、課長が息を小さく吐いた。

「小杉さんが来てくれた日は朝までよく眠って、翌日は機嫌よく保育園に行ったよ。ただ……その夜からまた夜泣きがひどいな。これまでに我慢してたものが溢れてしまったのか、登園拒否までするようになったんだ」

　秋月課長の話では、康平くんが元気に保育園に行ったのは今週の月曜日だけ。その日、保育園の友達とママの話をしたのをきっかけに、精神的に不安定になったみたい。

「もしかして今日も？」

「ああ、朝は俺が送っていくんだが、車の中で号泣されてまいったよ。昨日も俺が帰宅するまで泣いてたらしいけど、たぶん今日も同じだろうね」

　康平くんの心情を思えば、胸が痛む。

「姉は出産まで退院できそうにないし、義兄あにの帰国もまだ先なんだ。母の方が康平との時間は取れるんだけど、腰の痛みが引かないらしくて……」

「あの、課長も眠れてませんよね？」

「俺はいいんだ。それよりも、康平のメンタルケアの方が大事だから」

　確かに、子どもの心に寄り添うのは大切なことだ。それでも、今みたいな生活が続けば体調を崩してしまうに違いない。疲れた様子で微笑む課長を見ていると心配になる。

　自分になにができるのかを考え、思考は日曜日のことでいっぱいになっていた――。
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　三日後の日曜日。

　約束していた十三時に秋月課長の家に行くと、乱れた髪と服装の課長が姿を見せた。

　パーカーとチノパン姿の秋月課長は、「ひどいだろ？」と自嘲気味に微笑んだ。パーカーには、あちこちに涙の痕のようなものがついている。

「昨日の夜からずっと泣きやまなくて、なんとか昼食を食べさせたところなんだ」

　室内からは泣き声が聞こえてくる。

　土曜日だった昨日は、課長は康平くんを連れて亜希子さんのお見舞いに行き、康平くんが喜んだのも束の間、帰路では寂しさから泣き始めたようだった。夜も一旦は眠ったものの、深夜に目を覚ましてからは夜泣きが治まらず、朝からまた泣いているのだとか。

　リビングに入れてもらえば、テーブルには康平くんが零したであろう昼食が散乱し、当の本人はラグに突っ伏していた。

「康平くん」

「……ひっく、っ……まちちゃ……」

　グチャグチャの顔の康平くんを抱きしめ、膝の上に乗せて微笑む。

「こんにちは。あのね、今日も康平くんと遊びたくて来ちゃった」

　康平くんの背中を優しく撫でつつ、「お顔を拭いてもいいかな？」と確認を取る。康平くんが頷いてから、ハンカチとティッシュで涙と鼻水を拭った。

「私と遊んでくれる？　今日も絵本を持ってきたんだよ」

　私を見上げる康平くんは、考えるような素振りを見せた。あくまで無理強いはせず、何事もなかったように笑顔で待つ。

「うん……いいよ」

「おうちで遊ぶ？　それともお外に行く？」

「おそとがいい……。ぼく、でんしゃみたい……」

「じゃあ、電車を見に行こう。私とふたりでお出かけしようか」

　私たちの様子を見守っていた秋月課長が目を見開いたけれど、私は目配せで『大丈夫です』と伝える。程なくして、康平くんが小さく頷いた。

「小杉さんだけに任せるわけにはいかないし、俺も……」

「大丈夫ですから、課長は少し眠ってください」

　顔色の悪い課長の体は、睡眠不足と疲労で悲鳴を上げているはず。

　保育士だったとき、育児で思いつめるのは責任感が強くて真面目な人が多かった。しかも、そういう人は自分の疲労感や限界に気づきにくい。

「課長にゆっくりしていただくためにも、私はベビーシッターを引き受けたんですから」

「ありがとう。じゃあ、甘えさせてもらうよ」

　秋月課長はためらいながらも、私の意見を聞いてくれた。

　私が康平くんの面倒を見ている間に、課長には休んでもらう。それが、私が考えた〝自分にできること〟だった。

　秋月課長には、康平くんがお昼寝に使える毛布をリビングに置いておくように頼み、「寝室はひとりで使ってください」と伝えた。

　その後、課長に玄関先まで見送ってもらった。






　トントントン……と心地好いリズムが鼓膜を撫でる。体はポカポカと温かく、肌に触れるふわふわとした感触が心地好い。

　微睡まどろみの中にいるような感覚を抱きつつ、重い瞼を開けた。

（嘘……！　寝ちゃった!?）

　隣にはラグの上で眠る康平くんがいて、私は康平くんを起こさないように体を離す。

「あ、起きた？」

　アイランド型のキッチンから聞こえてきたのは、秋月課長の声だった。

「すみません、私……！」

「いや、いいんだ。康平が安心してたみたいだから」

　康平くんと駅前に電車を見に行って公園で遊んだあと、十五時頃に課長の家に戻ってきた。そのまま康平くんを寝かしつけたことは覚えているけれど、それ以降の記憶がない。

「でも、上司の家で眠るなんて……。しかも、ブランケットまでかけていただいて……」

「そんなこと気にしなくていいよ。それに、俺は小杉さんの可愛い寝顔を拝めたしね」

「……っ」

　悪戯な笑みを浮かべた課長が、私を見つめてくる。その視線がやけに色っぽくて、動じずにはいられない。

　秋月課長がこんなことを言う人だなんて知らなかった。大人の余裕を纏う課長にからかわれているだけだとわかっているのに、単純な鼓動は勝手に跳ね回ってしまう。

　なによりも、秋月課長に寝顔を見られたなんて、恥ずかしくてたまらなかった。

「小杉さんって、考えてることが顔に出やすいよね」

　私がどぎまぎしていると、課長がクスクスと笑い出した。

「本当に気にしなくていいよ。おかげで俺もゆっくり休めた。ありがとう」

　秋月課長は、さっき見たときよりも顔色がいい。少しでも休んでもらえたのは嬉しかった反面、自分の失態のせいで素直に喜べなかった。

「そろそろ晩ご飯ができるから食べていって。その方が康平も嬉しいだろうから」

　夕食の支度をしている課長が、私の返事を先読みするように誘ってくれる。康平くんのことを言われると、つい素直に頷いてしまっていた。
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　それからというもの、毎週日曜日は秋月課長の家にお邪魔するのが定例となった。

　あの翌週には康平くんにせがまれて朝から夜まで過ごし、今では丸一日課長の家で過ごしている。

　秋月課長は、私を気遣って『さすがにそこまでしてもらうわけにはいかない』と言ってくれた。けれど、私は課長の迷惑じゃないのなら……と自らも買って出た。

　そうした一番の理由は、私自身が康平くんとの時間を楽しんでいたこともあり、できればもっとベビーシッターをしていたいと思ったから。

　それに、秋月課長と話せるのも楽しい。

　最初は緊張でいっぱいだったし、今でも些細なことでどぎまぎさせられるけれど。プライベートの課長は接しやすいこともあって、気づけば康平くんのお昼寝中にふたりで過ごす時間が楽しみのひとつになっていた。

「ぼく、おなかすいたぁ」

　そんな日々を経て迎えた今日は、十二月初旬の日曜日。秋月課長に誘われて、康平くんと三人で動物園に来ていた。

「康平くん、たくさん歩いたもんね。少し早いけど、お昼にしようか」

　数日前、会社で課長から動物園に誘われたときは驚いた。けれど、満面の笑みで過ごす康平くんを見て、来てよかったと思う。

「小杉さん、そこのベンチでいいかな？　ちょっと寒いかもしれないけど」

　三人とも防寒対策はばっちりだし、今日は暖かいから大丈夫だろう。迷うことなく頷いてベンチに行き、テーブルにお弁当を広げた。

「おいしそうだねぇ」

「ああ、本当だ。康平、おにぎりがパンダだぞ」

　おにぎりは、海苔でパンダを模してみた。凝ったキャラ弁はできないけれど、簡単に海苔細工ができる道具や可愛いピックのおかげでカラフルなお弁当になった。

　おかずは、康平くんの好きなハンバーグとエビフライ、そして課長が好きだという唐揚げとだし巻き卵も作り、たこさんウインナーとポテトサラダも添えた。ミニトマトやブロッコリー、花を模して切ったゆで卵と星型で抜いた人参も飾っている。

「朝早くからこれだけ作るのは大変だっただろ」

「いえ、ちっとも。メニューを考えるのも作るのも、楽しかったですから。それに、入園料や交通費は課長に出していただきましたし……」

　私の言葉に、秋月課長がふわりと微笑む。会社では見ることのない柔和な表情には、相変わらずドキドキさせられた。

「あっ、スープもあるんですよ！」

「それはすごいな」

「でも、すみません。課長がずっと持ってくださってたので重かったですよね……」

「いや、全然。むしろ、俺は小杉さんのお弁当を食べられて嬉しいよ」

　せっかくうるさい鼓動をごまかそうとしたのに、また胸が高鳴ってしまう。

　コンソメスープをスープジャーから紙コップに注ぎながら、必死に平静を装おうと試みるけれど、課長の顔を見られない。

「ぼく、エビフライたべる！」

「う、うん、待ってね。今、お皿に入れるから」

　康平くんの明るい声のおかげで緊張がわずかに解れて、密かに安堵する。康平くんがいてくれてよかった。そんな風に考える私を、秋月課長がじっと見つめている。

「えっと……康平くん、ハンバーグも食べる？」

「うん！　ウインナーも！」

　顔が赤くなりそうで、課長を視界に入れないように康平くんに話しかける。けれど、見られていると思うと緊張して、手が震えてしまいそうだった。

「まちちゃん、たべていい？」

「どうぞ、召し上がれ」

「わーい！　いただきます！」

「俺ももらっていい？」

「は、はい、もちろん！　なにか取りましょうか？」

　咄嗟に笑顔を繕って顔を上げると、秋月課長は頬杖をついてこちらを見ていた。弧を描く瞳が意味深に思えて、心臓が早鐘を打ちそうになる。

「じゃあ、お願いしていいかな。チョイスは小杉さんに任せるよ」

　課長に他意はない。そう思っているのに、優しい眼差しが私を落ち着かせなくさせる。

　無心でいようと必死だったせいか、お皿にはおかずが山盛りになってしまった。

「すみません、なんだか盛りすぎてしまいました……」

「いいよ、嬉しい。小杉さんの料理、おいしいから」

　クスクスと笑う秋月課長からは、やっぱり余裕が窺える。私の動揺なんて見透かされていそうだ。

「まちちゃん！　ハンバーグおいしいよ！　あとでおかわりする！」

「本当？　ハンバーグにはね、康平くんの苦手なピーマンが入ってるんだよ」

「えぇっ!?　ほんと!?　ぼく、わかんなかった！」

　驚きながらもハンバーグを頬張り続ける康平くんに、ふふっと目を細めてしまう。本当に康平くんがいてくれてよかった。






　昼食後には再び園内を回り、康平くんは始終とても楽しそうにしていた。

　秋月課長の話だと、昨日もまた亜希子さんのお見舞いに行ったけれど、夜泣きはほとんどなかったみたい。最近は落ち着いているようで、登園拒否はなくなったのだとか。

「まちちゃん、トラさんがいるよ！」

「こら、康平！」

「康平くん、ダメだよ！　順番だから、ちゃんと並ぼうね」

　トラの檻の前は人が多く、順路に列ができていた。にもかかわらず、我先にと列に割り込もうとした康平くんを止め、慌てて手を繋ぐ。

「康平、あっちに並ばないといけないから」

「どうして？　ぼく、トラさんみたいもん！」

「あのね、康平くん。ここにいる人はトラさんを見たくて並んでるんだよ。康平くんと同じように、みんなもトラさんに会うのを楽しみにしてるの」

「で、でも……はやくいきたいから……。あかちゃんのトラさんもみたい……」

「うん、そうだね。でも、康平くんだって、順番を抜かされちゃったら嫌でしょ？　トラさんにも赤ちゃんにも会えるから、一緒にあっちで並ぼう？」

「……うん」

「いい子だね。きっと、トラさんも康平くんに会うのを楽しみに待ってくれてるよ」

「うん！　ぼく、ちゃんとならぶ！」

　納得できない様子だった康平くんの顔に笑みが戻り、なんとか列に並ぶことができた。それから十分もすれば、順番が回ってきた。

「かっこいいねぇ！　ぼく、トラさんとしゃしんとる！　ママにみせるの！」

　康平くんにせがまれ、秋月課長がスマホを取り出す。

「ちがうよ！　けんちゃんとまちちゃんも！　トラさんと、あかちゃんのトラさんと、みんなでいっしょ！」

　不満げになった康平くんを前に、課長と顔を合わせる。

「わかった。ちょっと待ってなさい」

　秋月課長はともかく、私まで一緒に写真に写るのは気が引けてしまう。そんな私を余所に、課長は近くにいた五十代くらいのご夫婦に撮影を頼んでいた。

「行こう、小杉さん」

「でも、私……」

「康平の頼み、聞いてやって」

　そう言われてしまうと断れない。私は、康平くんにとても弱いのだ。

　秋月課長に促されるがまま康平くんを挟んで並ぶと、課長が康平くんを抱き上げた。

　そのせいで、秋月課長との距離がグッと近くなる。

「撮りますよー！」

　肩が触れそうな近さにドキッとした直後、シャッター音が鳴った。

　お礼を言った課長は男性と微笑み合い、奥さんが「私たちにもこんな頃があったわ」と懐かしそうに目を細めている。

「家族水入らずでいいわね」

　奥さんの言葉に目を見開いた私の後ろに、康平くんが隠れてしまう。

「すみません、人見知りがひどくて。おいで、康平」

　秋月課長は、家族に間違えられたことには言及せず、康平くんを抱き上げた。

　奥さんは私に「優しそうな旦那さんね」と言い置き、旦那さんとともに立ち去った。

（私たち、家族に見えたってことは、課長と夫婦だって思われたんだよね……？）

　勘違いだとわかっているのに、頬が熱くなっていく。風の冷たさが私の熱を余計に際立たせ、思わず課長から顔を逸らしてしまった。

「夫婦だって勘違いされたね」

　すると、秋月課長がからかうようにクスリと笑った。

　私だけが動揺していて、課長はいつもと変わらない。それどころか、楽しそうに笑う余裕まであるなんて、なんだかずるい。

　そのあとしばらくは、どぎまぎしたままだった。けれど、康平くんの面倒を見ているうちに動揺は消え、いつの間にか私も笑顔になっていた。






　日が暮れた帰りの車内の後部座席に座った康平くんは、すぐに眠ってしまった。往路は康平くんと後ろにいたけれど、秋月課長の勧めで助手席に乗せてもらうことになった。

　チャイルドシートですやすやと眠る康平くんの姿に笑みが漏れる。

「康平くん、ぐっすり寝てますね」

「実は今朝は五時に目を覚ましたんだ。そこから興奮して眠ってくれなかったし、昼寝もしてないから疲れたんだろうな」

　そのときの康平くんの姿を想像すると、愛おしくなる。同時に、課長は大変だっただろうな、と苦笑が零れた。

「でも、楽しんでくれてよかった。小杉さんのおかげだよ、ありがとう。ただ、きみの週末を奪ってばかりで申し訳ない」

　それなのに、秋月課長はそんなことをおくびにも出さず、私のことまで気遣ってくれた。

「そんな風に言わないでください。私も楽しかったですから」

「そう言ってくれて嬉しいよ。康平も小杉さんの言う事はよく聞くし、今日もトラを見る前に言い聞かせてくれて助かった。きみは子どもに理解させるのが上手いね。俺は、あまり子どもと接するのは得意じゃないから、勉強になるよ」

「いえ、そんな……」

　恐縮する私に、課長は前を向いたまま微笑んでいる。

　部下に向かって素直に『勉強になる』と言えるのは、すごいと思う。驕ったようなところがないのも、秋月課長が慕われる一因に違いない。

「そういえば、ひとつ訊いてもいいかな？」

　信号待ちで急にかしこまった課長に「はい」と頷けば、私を見つめた顔に真剣さが帯びた。

「保育士を辞めたのはどうして？」

「え？」

「きみは子どもが好きだろ。全力で康平と遊んでる姿や、今日みたいに悪いことをきちんと注意して言い聞かせられるところを見ても、保育士に向いてると思う。だからこそ、気になってたんだ。もちろん、言いたくなければ話さなくていいから」

　あまり触れられたくない話題だけれど、なぜか不快感はない。私の中にある秋月課長への信頼感がそうさせるのか、話してもいいかな……と思えた。

「別に隠すような話じゃないんですけど、人間関係が上手くいかなくて……」

「同僚と、ってこと？」

「いえ、同僚とは切磋琢磨してました。ただ、保護者と少し……」

「上司には相談しなかったのか？」

「園長や主任に相談はしたんですけど……」

　曖昧に濁せば、課長は私の態度から察したようだった。

「……そうか。大変だったな。守ってくれる上司がいないのはつらかっただろ」

　予想だにしない言葉に目を見開けば、課長が車を発進させた。信号が変わったことにも気づかなかった私は、不意に与えられた優しさに鼻の奥がツンと痛んだ。

　あの頃のことをいつまでも引きずっていてはいけない、と思っていた。

　それなのに、秋月課長が私の心に寄り添ってくれたことが嬉しくて胸が詰まる。泣きたくなかったけれど、涙が込み上げてしまいそうだった。

「きっと、ひとりで抱えて苦しかったよな」

　課長はそれ以上はなにも尋ねてこず、赤信号で停車してもこちらを見ないでいてくれた。

　車内は沈黙に包まれているのに、気まずくはない。柔らかな温もりをもう少しだけ味わっていたくて、家に近づくたびに信号が赤になってほしいと思った。

　そんな私の願いも虚しく、アパートの前に着いてしまう。秋月課長が先に車から降り、トランクからお弁当を入れていたトートバッグを出してくれた。

「今日は本当にありがとう」

「こちらこそ、ありがとうございました。誘っていただけて嬉しかったです」

　課長は笑顔で首を横に振ると、動物園のロゴが入った小さな紙袋を差し出した。

「これ、今日の記念に。康平とお揃いなんだけど、よかったら受け取って」

　予想外のことに、目を丸くしてしまう。

「……いいんですか？」

「もちろん。小杉さんのために買ったものだからね」

　秋月課長の気持ちも、優しい笑みも、嬉しい。そう思ったのと同時に、鼓動が高鳴った。

「そんなに嬉しそうにしてもらえるとは思わなかったな」

「だって、本当に嬉しくて……」

　中身はなにかわからない。けれど、きっとどんなものだって喜びは変わらない。

「ちょっと困ったな」

　唐突に困り顔になった課長が、その表情のままに微笑む。

　よくわからないけれど、秋月課長を困らせたかもしれない……と考えたとき。

「きみを口説きたくなった」

　課長が艶麗な笑みを湛え、私の耳元にそっと囁きを落とした。

　数瞬遅れて鼓膜がくすぐられ、言葉の意味を理解するよりも早く頬が熱くなる。

　早鐘を打つ心臓が、只事ではないと訴えているのに……。思考が停止した私は、瞬きもできずに瞠目し、ポカンとしたまま立ち尽くしていた――。

















五章　「きみのすべてが欲しい、って意味だよ」












　翌朝は週明けだというのに、鏡に映った私はひどい顔だった。

（クマができてるし、ちょっと浮腫んでる……）

　昨日の秋月課長の言葉が頭から離れなくて、一睡もできなかった。

　バナナと豆乳で作ったスムージーを飲みながら、必死に顔をマッサージする。こんな顔で課長に会えないという気持ちから、つい手に力がこもりそうになった。

（昨日の課長の言葉って、どう受け取ればいいのかな……）

　告白？　なんて自分自身に問いかけては、そんなはずはない……と否定する。一晩中繰り返した自問自答は、まだ終わりそうにない。

　秋月課長は意味深なことを言っておきながら、『また明日』と笑みを残して帰っていった。

　あのタイミングで目を覚ました康平くんがぐずったとはいえ、残された私はなにがなんだかさっぱり理解できないまま朝を迎えることになってしまった。

　空が白んでも脳内会議を繰り広げていた思考は、今日は使い物になる気がしない。

　昨日もらったパンダのスノードームを見ながら、課長にどんな顔をして会えばいいのかと考えて、小さなため息が漏れた。






　会社に着くと、真っ先に給湯室に向かい、コーヒーを淹れた。

　ブラックコーヒーは苦手だけれど、眠気を覚ますためにミルクも砂糖も加えなかった。香ばしい匂いに、脳がわずかに刺激される。

「おはよう」

　直後、背後のドアが開いたかと思うと、耳触りの好い声が飛んできた。

「お、おはようございます……」

　振り向くまでに時間がかかり、語尾が小さくなる。すると、秋月課長がふっと瞳をたわませた。

「その様子だと、昨日の俺の言葉の意図は伝わってるようだね」

　満足げな笑みを前に、たじろぐ。腰の辺りにシンクの淵が当たるのを感じながら、意を決して口を開いた。

「あの……昨日……」

　課長は私の視線を受け止め、真っ直ぐな眼差しを返してくる。意志の強さはそのままに柔らかさを孕はらませた双眸は、スーツ姿もあいまってなんだか蠱惑こわく的だ。

「えっと、その……」

「ゆっくりでいいよ」

　営業部のフロアにはまだ人が少ないけれど、いつ誰がここに来るかわからない。そんな不安を抱える私に反し、秋月課長の面持ちには余裕が覗いていた。

「あの言葉……どう受け取れば……」

　逃げるように視線を彷徨わせながらも、課長が待ってくれていたおかげでどうにか疑問を紡げた。

「なるほど、そう来たか」

　苦笑混じりに肩を竦めた秋月課長が、「これは予想外だな」とごちる。それなのに、課長の表情はどこか楽しげで、特に意に介したような様子はない。

「そうだな……。もっと直接的な言葉でわかりやすく言うべきだったか」

　長い足で一歩を踏み出した課長との距離が、グッと縮まる。動物園で写真を撮ったときなんて目じゃないくらいに、端正な面差しがすぐ目の前にあった。

　ウッディな香水の匂いが、鼻先をかすめる。秋月課長が起こしたささやかな風が肌を撫で、逞しい体が逃げ場のない私を追いつめた。

「きみのすべてが欲しい、って意味だよ」

　色香を孕ませた低い囁きと、体温を纏った吐息。そのふたつが同時に耳朶じだに触れ、次いで鼓膜をくすぐった。

「……っ」

　背筋にゾクリとしたものが走り抜け、ぶわっ……と全身が総毛立つ感覚に襲われる。

　甘やかな雰囲気を察して息を呑めば、課長が唇の端をそっと持ち上げた。

「今度こそ、ちゃんとわかってくれたみたいだな」

　満悦そうな笑みが、私の心を揺さぶる。なにが起こっているのかわからなくて、足が地面に張りついたように動かない。

　秋月課長は、私に手を伸ばすと髪を一束取り、指先でくるりと弄んだ。
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　戯れのような仕草に翻弄されて、拍動がうるさいくらいに騒いでいる。課長に触れられている場所から熱が広がり、顔が真っ赤になった。

「あと十分で始業時間だけど、落ち着いてから席に着くといいよ」

　一方、課長は優美な笑みを浮かべたまま私の髪から指を抜き、涼しげな顔でこの場を後にした。冷静さを取り戻せない私は、頷くこともできずに立ち尽くす。

　しばらくして同僚が給湯室に入ってくるまで、ただ呆然としていた――。






　　　＊　＊　＊






　今週は本当に疲れた。

　日曜日と月曜日のことを忘れようとしても、秋月課長が視界に入るたびにうっかり見てしまう。仕事に集中したいのに、ふとした瞬間に色々なことを思い出してドキドキする。

　集中力が普段よりも落ちていたせいで、作業効率も悪かった。年末に向けてさらに忙しくなりそうなのに、これでは先が思いやられる。

　なんて思いつつも、夜には課長のことを考えてしまって……。あのときのことを脳内で繰り返し再生しては勝手にドキドキして、なかなか寝付けない日々を送っていた。

「それって、もうその人のことが好きなんじゃないの？」

「えっ……!?　違うと思う、けど……」

　短大時代からの親友――萩田はぎた弘美ひろみの指摘に驚く私に、彼女は苦笑を零した。

　土曜日の今日は弘美からランチの誘いがあり、近況を相談してみたのだ。

「会社では目で追っちゃって、毎晩その人のことを考えるんでしょ？」

「そうだけど……でも……」

「それはもう恋だって！　さっさと気持ちを伝えればいいじゃん！」

「無理だよ！　課長はすごく仕事もできるし、素敵な人だし、私じゃ釣り合わないっていうか……。それに、課長が本気かなんてわからないし……」

　眉をひそめた彼女が、呆れたようにため息をつく。

「まさか、まだあの元カレを引きずってないよね？」

「それはないよ。最初は自分の至らなさに凹んだけど、付き合ってた期間も短かったし」

「まぁ、引きずってないならいいんだけど、真智が至らなかったわけじゃないからね」

　心配してくれる弘美に、「ありがとう」と微笑む。

「でもそれなら、なおさら課長と付き合ってみるべきだよ。優しそうだし、真智のことを思いやってくれるんでしょ？　いいなぁ、仕事ができる上司とのオフィスラブなんてドキドキしちゃう！」

　そうは言っても、私は秋月課長と釣り合っているとは思えない。

　しがない契約社員だからいつ契約を切られてもおかしくはないし、課長の気持ちだってどこまで本気なのか……と思ってしまう。

　もちろん、秋月課長がいい加減な人ではないのは知っている。ただ、それでも、課長のような人が私を想ってくれている……なんて、私にはどうしても信じられなかった。

「真智は真面目すぎるんだよ。それが真智のいいところでもあるけど、そんなことじゃ彼氏なんてできないよ？」

　曖昧に笑えば、彼女が肩を竦めつつも微笑んだ。

「色々悩んでるみたいだけど、結局は真智の気持ち次第だと思うし、素直に話してみれば？」

　とりあえず「うん……」と頷いたものの、秋月課長にこんなことを話せる気がしない。

「でも、よかったよ」

「え？」

「真智、もう子どもと接するのも怖いんじゃないかって心配だったんだ。だから、ベビーシッターをしてるって聞いて安心した」

　優しい笑顔の弘美に、「心配かけてごめんね」と返す。

　保育士をしている彼女は、私の退職を知ったときに自分が働く保育園に『非常勤の枠なら空いてるから』と誘ってくれた。

　弘美と一緒に働けるのは心強いけれど、非常勤だと生活が厳しいし、なにより保育士から離れたかったから断ってしまった。そんな私のことを、彼女はずっと気にかけてくれていたのだ。

「とにかく、私はその人と付き合ってみればいいと思うよ！　甥っ子を長期間預かるなんてなかなかできないし、信頼できる人なんじゃないかな」

　弘美の言葉に共感できたのは、課長のことは信頼しているから。明日のことを考えると緊張するけれど、彼女に話したことで少しだけ気持ちがラクになった――。






　なんて考えていたのは、半日以上も前のこと。

　秋月課長のマンションに到着してから早五分。私はオートロックインターホンを押せず、伸ばした手を引っ込めてはまた伸ばし……と同じことを繰り返している。

　この一週間の間に悩みすぎたせいか勇気が出なくて、課長とどんな顔で会えばいいのかわからない上、緊張がどんどん大きくなっていった。

　火曜日以降、会社での秋月課長は普段通りだったし、昨日交わしたメッセージも特にいつもと違う様子はなかった。だいたい、康平くんがいるのだから大丈夫なはず。

「まちちゃん！」

　悶々と立ち尽くしていると、エントランスの方から康平くんが走ってきた。笑顔の康平くんの後ろにはもちろん課長もいて、こちらに向かっている。思わず視線を逸らすと、自動ドアを抜けた康平くんが飛びついてきた。

「もう～、おそいよ！　ぼく、はやおきしてまってたんだよ！」

「ごめんね」

「あのねぇ、あさごはんたくさんたべたよ！」

「そっか、すごいね。きっと大きくなれるよ」

　得意げな顔になった康平くんの頭を撫でると、「おはよう」と低い声が降ってきた。

「おはようございます……」

　秋月課長は、私の緊張を見透かすようにクスリと笑った。

「いつもは十分前には来るのに姿を見せないから、躊躇してるんじゃないかと思ったんだ。康平も待ちくたびれてたし、見に来てよかったよ」

「すみません……」

　すべてお見通しの課長を前に、いたたまれなくなる。

「謝らなくていいよ。それだけ俺を意識してる、ってことかな？」

　ところが、秋月課長は唇の端だけを持ち上げると、私にしか聞こえないように囁いた。

「……っ」

「けんちゃん、まちちゃんとないしょばなししないで！　ずるいよ！」

　咄嗟に耳を押さえた私は、動揺を隠せない。一方、課長は意味深に微笑んで見せると、不満げな康平くんの頭を撫でた。

「ごめん。でも、大人の話があったんだ。ほら、早く部屋に戻るぞ。真智ちゃんに保育園で描いた絵を見せるんだろ？」

「あっ、そうだった！　まちちゃん、はやくきて！」

　どこか意地悪な態度と、余裕の表情。その上、〝真智ちゃん〟と初めて呼ばれたことに、どうして動揺せずにいられようか。

　胸が甘く締めつけられて、心臓が苦しいくらいに早鐘を打つ。康平くんに手を引かれながら、今日一日どんな顔でいればいいのかますますわからなくなっていた。






「コーヒーを淹れたから座って」

　リビングに優しい声音が落ちる。秋月課長と目を合わせないように片付けをしていた私は、お礼を言いつつもソファに移動できなかった。

　午前中は康平くんと遊んで、昼食は私が作ったものを三人で食べた。午後からは課長も一緒に公園に行き、さっき戻ってきたばかり。

　私の緊張を解してくれていた康平くんは、寝室で夢の中にいる。つまり、今日初めて秋月課長とふたりきりになってしまった。

「小杉さん、こっちにおいで」

「は、はい……」

　課長は、康平くんの前では至って普通の態度だった。私が意識しすぎているのはわかっているけれど、自意識過剰だと思いつつも身構えてしまう。

　なんとか気持ちを落ち着かせて振り返ると、ソファに座る秋月課長が背もたれに手をかけながら振り向くようにしてこちらを見ていた。

　目が合うとクスッと笑った課長は、私の緊張や動揺を察しているに違いない。

　戸惑いを隠して立ち上がり、ソファまで足を運んだけれど。

「……いただきます」

　あえて秋月課長を避けるようにソファの下に腰を下ろし、コーヒーを一口飲んだ。

　大人ふたり分ほど離れた位置にいる課長の方を見られなくて、意味もなくマグカップの淵を撫でてしまう。左半身がなぜか熱い。

「……なるほど」

　程なくして、秋月課長がひとりごち、ククッと喉の奥で笑いを噛み殺した。

「でも、それは逆効果だ。後ろが無防備で、かえって手を出しやすい」

「なっ……!?」

　咄嗟に振り返ると、課長が肩を震わせていた。

「……からかいましたね」

「小杉さんがあまりにも可愛い反応を見せてくれるから、ああ言えばどんな顔をするのかと思って。きみは本当に思ってることが顔に出るね」

　それをからかうと言うんです、と言いかけて口を噤む。どうしたって裏目に出る気がして、大人しくしている方がよさそうだったから。

「じゃあ、俺もそっちに座ろうかな」

　ところが、秋月課長がソファから腰を上げ、私の左隣に並んだ。これで乗り切ろうとしていた私の作戦は、三分も経たずして失敗に終わってしまう。

　しかも、課長はいつもよりも近くに座っていて、下手に動けば肩が触れそうだった。

「そんなに緊張しなくてもいいよ。意識してくれるのは嬉しいけど」

　必死に平静を装おうとする私に反し、秋月課長の態度は飄々としたものだ。ここでもまた余裕を見せられて、俯くことしかできない。

　すると、左手が温もりに包まれ、息が止まった。

　確かめなくても、左手がどうなっているのかわかる。けれど、弾かれたように顔を上げた私は課長を見てしまい、必然的に目が合った。

「やっとこっちを見てくれた」

　言いたいことは頭の中でグルグル回っているのに、秋月課長が嬉しそうに笑うから言葉が全部飛んでいく。からかいの意図がなさそうな笑顔に、胸の奥がキュンと戦慄わなないた。

「康平がいたときから全然目が合わなかったから、嫌われたのかと思ったよ」

「そんなこと……っ」

　そこで言葉に詰まったのは、課長の瞳が弧を描いていたから。紡がれたのは本心ではないと悟り、頬が真っ赤になった。

「そういう素直なところ、すごくいいと思う」

「……っ！　こういうの、困ります……」

「俺の好意が迷惑ってこと？」

「そうじゃない、ですけど……」

　顔を背ける私をたしなめるように、左手に感じる課長の手の力が強くなる。

「小杉さん、ちゃんと俺を見て」

　緊張と動揺を隠し切れない私は、ためらいを浮かべつつも無視できなくて、おずおずと秋月課長の方に視線を戻した。

「じゃあ、どうして？　小杉さん、困ってるような感じはあるけど、本気で拒絶しようとはしないだろ？　小杉さんの本音を、きみ自身の言葉でちゃんと聞かせてほしい」

　そう言われても、なにから話せばいいのかわからなくて戸惑う。

　物心ついたときから、自分の気持ちや考えを伝えるのが苦手だった。子どもとの対話なら平気なのに、大人――特に異性が相手だと、いつも上手く話せなかった。

「大丈夫。小杉さんが話せるまで待つから、焦らなくていいよ」

　けれど、課長はそれすらも見透かすように微笑み、私を真っ直ぐ見つめた。

　そういえば、秋月課長はいつも私の話をきちんと聞いてくれる。

　最初にベビーシッターを頼まれたときこそ強引だったものの、最終的には無理強いはしなかった。保育士時代のことを訊かれたときも、決して急かさずに私の言葉を待ち、深追いしないでいてくれた。

　会社でも同じだったな、と思う。そして、だからこそベビーシッターをする中で課長と話すのが楽しくなっていったのだ……と気づく。

「だって……」

　もう隠せない。そう感じたときには、情けない声が零れていた。

「私……課長がどうしてこんなことをするのかわからないんです……」

「うん」

「課長はあんな風に言ってくれましたが、夢から逃げた今の私は、目標もなく過ごしてるだけで、取り柄だってありませんし……。課長みたいな素敵な人に想ってもらえるような人間じゃないですから……」

　秋月課長は微妙な面持ちになったけれど、口を挟もうとはしなかった。

「恋愛経験も全然なくて……。でも、課長はいつも余裕そうですし、今だって緊張も動揺もしてなくて……。ドキドキさせられてばかりの私とは違います」

　我ながら、支離滅裂だ。それなのに、手を握ったままの課長が安心感を与えてくれるから、グチャグチャでもどうにか話せた。

　緊張は解れていないし、秋月課長の体温に包まれる左手のせいでドキドキしているのに、安心しているなんて……。どう考えても相反していて変だ。

「小杉さん」

　いつの間にかまた俯いていた私は、課長の声でそろりと顔を上げる。

「俺が最初にきみをいいなと思ったのは、真面目に仕事に取り組む姿勢を見たからだよ」

　柔和な笑みを浮かべる秋月課長は、なぜか嬉しそうに見える。

「残業を押しつけられてるのは心配だったけど、どんな仕事も丁寧で、物静かだけど信頼できる部下だって思ってた。そういう一面を知ってたから、小杉さんにベビーシッターを頼んだんだ」

　それは、私の知らなかった課長の気持ち。

「康平が小杉さんに懐いたのはもちろん嬉しかったけど、プライベートで会うようになって、会社では見られないきみの表情を知っていくのが楽しみになっていった」

　ひとつひとつ語られていく中で、自然と秋月課長を真っ直ぐ見つめ返していた。

「会社では言いたいことを飲み込んでばかりに見えたのに、プライベートの小杉さんは芯があっていいなと思った。康平と全力で遊んでても、叱るときには真っ直ぐ向き合ってくれる。俺にはないものを持ってるきみのことが、どんどん気になるようになったんだ」

　そこで一呼吸置いた課長は、自嘲混じりに笑った。

「ベビーシッターとして来てもらいながら、本当は小杉さんと会えるのを楽しみにしてた。きっと、康平よりも俺の方がきみに会いたいと思ってたよ」

　課長はいつだって余裕で、動揺なんてしないと思っていた。けれど、私に向けられている表情には照れくささが覗き、どこか可愛らしい。

「小杉さんは自分で気づいてないだけで、魅力的なところがたくさんある。会社でもプライベートでもまだ付き合いが深いとは言えないけど、俺はそう思ってる」

「課長……」

「保育士を辞めたことだって、夢から逃げたなんて思わなくてもいい」

　優しい声色が、私の心をそっと包んでいく。

「人生には誰にだって休息が必要な時期がある。今後、また保育士をやりたいと思ったら頑張ればいいし、まったく違う道を歩んだっていい。別に、選択肢はひとつじゃないんだよ」

　逃げるように保育士を辞めてしまった自分自身のことを、いつも心のどこかで責めていた。ずっと苦しかったけれど、本音は誰にも言えなかった。

　こうなったのは自分が弱いせいだと思っていたからこそ、誰にも言い出せなかったのに……。秋月課長は私の人生を否定せず、その上で心に寄り添ってくれる。

　それが伝わってきた瞬間、鼻の奥にツンと鋭い痛みが走った。

「俺に触れられるのは嫌？」

　穏やかな眼差しを向けられ、首を小さく横に振る。すると、課長が安堵の笑みを零した。

「軽い気持ちじゃないし、それならこんなことは言わない。だから、小杉さんの俺への気持ちが恋愛感情なら、俺と付き合ってほしい」

　キュッと手を握り直した秋月課長の面差しは、痛いくらいに真剣だった。

　まだ自信なんて持てないけれど、せめて覚悟を決めたい。不安もあるし、課長に釣り合うとも思えない。それでも、真っ直ぐな想いに、私も本心で向き合いたかった。

「本当はもう……私も課長のことが好きなんだと思います。でも、自信がなくて、向き合うのが怖かったんです……」

　もっと上手く伝えたいのに、適切な言葉を選べない。けれど、秋月課長は私の歩幅に合わせるように耳を傾けてくれる。

「こんな私でもいいですか？　今はまだ不安が大きいけど……課長と一緒にいたいです」

　だから、私なりの精一杯で、素直な気持ちを紡げた。

　直後、課長が瞳をふわりと緩め、喜びを隠すことのない笑みを浮かべた。

「そう思ってくれてるだけで充分だ。焦らなくていい。ふたりのことも、小杉さんのこれからのことも、きみのペースで向き合っていこう」

　恋愛なんて、きっと上手くできない。仕事だって、今後どうなるのかわからない。

　ただ、秋月課長と一緒なら前を向ける気がしたし、今はちっとも自信がなくても課長の傍にいたいと強く思えた。

　だって、秋月課長のことは信頼できるから。

「今日のところはこれだけで我慢するよ」

「えっ？」

　掴まれたままの手を持ち上げられ、課長の意図がわからなくて小首を傾げる。

「本当はキスくらいしたいけどね」

　すると、秋月課長が唇の端を吊り上げ、悪戯な笑顔で囁いた。

　耳朶に触れた吐息にも、その言葉の破壊力にも、心臓が飛び出してしまいそう。

　こんなことでドキドキする私に反し、課長は嬉しそうに笑っていた――。

















六章　「今夜は一緒に眠ろうか」












　秋月課長と付き合うことになったなんて、なんだか信じられない。

　あのときのことを思い出してはドキドキして、地に足がついていない感じがある。心がふわふわして、油断すればにやけてしまいそうだった。

　一方、月曜日と火曜日に会社で会った課長は、業務以外の会話はまったく交わさないという、至って通常運転の状態だった。連絡も取っていないし、冷静になると本当に付き合っているのか不安になる。

　それでも、週末にはまた会えるのだと思うと仕事も頑張れた。

「小杉さん！　ここのデータ、どうして一昨年のものなの？　普通に考えて最新のものを使うに決まってるでしょ！」

　そんな中、浮かれた気持ちを打ち砕くように、井野さんの不機嫌な声が飛んできた。

（でも、井野さんが一昨年のデータを使うって……）

　月曜日に仕事を振られたとき、疑問に思ってわざわざ再確認した。けれど、彼女からの指示は変わらず、その通りに会議資料を作成したのだ。

「すみません……。すぐにやり直します」

　ただ、言った・言っていない……と言い合っても水掛け論になるし、私がやり直すことになるのは目に見えている。そう判断して頭を下げれば、井野さんがため息をついた。

「今日は用事があるから、私は残らないからね」

　さっき、化粧室で合コンの計画を立てていたことは知っているけれど、不満や理不尽さを飲み込んで「はい」と頷く。

　結局、終業時間内に終わらなかった仕事は残ってこなすことになった。

「あれ？　まだ残ってたの？」

「あ、秋月課長……。えっと、ちょっとミスしてしまって……」

「これ、金曜の会議用の資料だろ？　井野さんが請け負ってなかった？」

「はい。そのあと私が分担することになったんです」

　曖昧に笑えば、秋月課長が眉をひそめた。状況を見透かされている気がして、なんだかいたたまれない。

「手伝うよ」

「いえっ……！　課長の仕事ではありませんし、康平くんが課長を待ってますから」

「シッターさんがいるから大丈夫だ。ふたりで分担すれば、三十分で終わるよ」

　課長は、データを自身のパソコンに送るように言い、デスクに座った。

「最新のデータに差し替えていけばいいだけだね？　それは俺がやるよ」

　結局、秋月課長が修正を担ってくれ、私はチェックしていくだけに終わった。課長は相変わらず仕事が速く、私の手は必要なかったくらいだ。

「本当にありがとうございました」

「思ったより早く終わってよかった。ついでに送るよ」

「え？　でも……」

　もともと電車通勤だった秋月課長は、今は康平くんを保育園に送っていくために車で通勤している。ただ、その康平くんが課長の家で待っているはずだ。

「時間ならまだ大丈夫だし、話があるんだ」

　康平くんのことは気がかりだったものの、戸惑いを押し込めて頷いた。






「昨日の朝、姉が無事に出産したよ」

　車内で早々に切り出された話題に、目を丸くする。

「予定日より一週間早かったけど、二九六五グラムの女の子で母子ともに健康だ」

「よかった……！　おめでとうございます」

　驚きつつも祝福すれば、秋月課長は「ありがとう」と笑った。

「一昨日の夕方に【破水した】って連絡がきて昨日の午前四時に生まれたんだけど、バタバタしてたからゆっくり時間が取れなくて……。連絡できなくてごめん」

「いえ、それは大丈夫です」

「それで、姉の退院が今週の日曜に決まった。そのときに康平も病院に連れて行って、今後はそのまま実家で過ごす予定だ。母の腰も回復したし、康平の父親も土曜の夜に帰国することになったから……」

「ベビーシッターはもう必要ないということですね」

　言い淀んだ課長に代わって、笑顔で付け足す。

「ああ、今まで本当にありがとう」

「いえ……」

　康平くんにとっては本当によかったのに、康平くんと会う機会がなくなるのは寂しい。

「もしよかったら、土曜に会えないかな？」

　そんな風に考えていると、秋月課長が前を向いたまま微笑んだ。

「土曜は、午後から康平を病院に連れて行こうと思ってるんだ。そのあと、うちに来ないかと思って」

「いいんですか？」

「康平だって真智に会いたいだろうし、絶対に喜ぶ。ちょうどクリスマスだから、ピザでも頼んでクリスマスパーティーでもしないか？」

　ふたりきりじゃなくて申し訳ないけど、と苦笑を零す課長に首を横に振る。

「嬉しいです。私も、康平くんと会えないままお別れするのは寂しいですから」

「俺と付き合ってるんだからまた会えると思うよ」

　感傷に浸る暇もなく、頬が熱くなる。きっと深い意味なんてないのに、深読みしてしまいそうになった自分を叱責する。そうしているうちにアパートの前に着いた。

「送ってくださってありがとうございました」

「少しでも真智と一緒にいられて嬉しかった」

　さらりとそんなことを言える秋月課長は、やっぱり大人だ。同じ気持ちなのに素直に伝えられない私とは違って、ドキドキしたりもしないんだろう。

　どぎまぎしつつも、車から降りてくれようとした課長を制してドアを開ける。

　お礼と挨拶を交わしたあと、車を見送りながら名残惜しさをそっと押し込めた。
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　怒涛の平日を終えて迎えた、土曜日。

　送迎を申し出てくれた秋月課長に断り、朝一番に百貨店に繰り出した。クリスマスパーティーにはプレゼントが必須だというのに、水曜日に誘いを受けてから今日まで買いに行く暇がなかったからだ。

　康平くんへのプレゼントはすぐに決まり、好きな絵本作家の新刊を二冊選んだ。

　反して、秋月課長のものはなかなか決められなくて、結局は店員さんがおすすめしてくれたカシミアのマフラーにした。シンプルなデザインだけれど、ダークグレーのマフラーはきっと課長に似合うはず。そんなことを考える私の足取りは軽かった。

「まちちゃん！」

「康平くん、こんにちは」

「あのねぇ、あかちゃんがうまれたんだよ！　ぼく、おにいちゃんになったんだ！」

　秋月課長の家に着くと、私に飛びついてきた康平くんの妹自慢が始まった。

「おててがちっちゃくてね、あしもぼくよりちっちゃいんだよ！　ぼくがなでなでしてあげると、なきやむんだよ！」

　康平くんは妹にメロメロのようで、ぷっくりとした頬が赤くなるほど興奮している。微笑ましい姿に、自然と笑みが零れた。

「康平、話ならあとでゆっくりできるから。ほら、片付けてご飯にするぞ」

　夕食は、課長が用意してくれていたピザやチキンに舌鼓を打った。クリスマスケーキを堪能する間も、康平くんは妹のことばかり口にしていた。

　秋月課長いわく、夜泣きも赤ちゃん返りもなくなり、精神的にも安定しているのだとか。明日からママと一緒に過ごせることも、康平くんの心を落ち着かせているんだろう。

「康平くん、これクリスマスプレゼントなんだ」

「わぁー！　まちちゃん、ありがとう！」

「どういたしまして」

「真智、気を遣わせてごめん。ありがとう」

「いえ。康平くんがお兄ちゃんになったお祝いも兼ねてますから。それと、これは課長に。好みじゃなかったら申し訳ないんですが、よかったら使ってください」

　目を見開いた課長が、程なくして破顔する。その素直な表情に、胸がキュンと震えた。

　秋月課長はラッピングを解いて箱を開け、「マフラーだ」と瞳を緩めた。

「ありがとう。シンプルでオンオフどちらでも合わせやすそうだし、早速使わせてもらうよ」

「ぼくのはえほんだ！　まちちゃん、あとでよんでね！　そうだ！　ぼく、サンタさんにもプレゼントもらったからみせてあげるね！」

　椅子から下りた康平くんは、寝室の方へと走っていった。

「サンタさんは課長がされたんですか？」

　肩を竦めて「ああ」と苦笑した課長が、夜中にこっそり康平くんの枕元にプレゼントを置くところを想像すると微笑ましい。

「本当はあとで渡そうと思ってたんだけど……」

　おもむろに立ち上がった秋月課長は、すぐ傍にあるチェストから長方形の箱を出し、私に差し出した。今度は私が目を丸くしてしまう。

「これ、私に……？」

「当たり前だろ？　恋人にクリスマスプレゼントを贈らないわけがない。真智は俺のプレゼントは用意してくれてたのに、自分がもらうことは考えてなかったのか」

　首を縦に触れば、課長がおかしそうに笑う。

　だって、秋月課長は多忙な中で康平くんを預かり、今週は残業した水曜日以外は亜希子さんのところに面会に行っていた。プレゼントを買いに行く時間なんてなかっただろうし、私のことまで考えてくれているなんて思いもしなかった。

「よかったら開けてみて」

　感動で震えそうな声でお礼を告げ、リボンを解いて箱を開ける。その中には、小さな宝石が三粒あしらわれたブレスレットが入っていた。

　クラスプの対角に赤い石、クラスプと赤い石の間には透明の石がひとつずつついている。

「すごく可愛いです！　これ、ルビーですか？」

「ああ、真智は七月生まれだっただろ」

「嬉しい……。ずっと大切にしますね」

　瞳を緩めていた課長が、ブレスレットを私の左手首につけてくれた。

「よく似合ってる」

　不意に骨ばった手が伸びてきて、右頬に触れた。甘く妖しくなった空気に緊張が走り、キスの予感に鼓動が跳ね上がる。

「まちちゃーん！」

　直後、廊下を走ってくる康平くんの声が響き、慌てて秋月課長から離れた。

「これがサンタさんからもらったやつで、こっちがけんちゃんがくれたんだよ！」

　小さな両手でおもちゃを抱える康平くんに、必死に動揺を隠して微笑む。その様子を見ていた課長は、ククッと喉の奥で笑っていた。

　明るい雰囲気の中、甘さが滲んでいた空気は解けていった。けれど、康平くんの元気な声とは裏腹に、私は早鐘を打つ心臓を諫めるのが精一杯だった。

　その後、楽しそうに遊んでいた康平くんが微睡み始めたのを機に帰ることにし、康平くんとまた会う約束をしてパーティーはお開きになった――。






　　　＊　＊　＊






　今年も残り三日となった今日から会社は休暇に入り、秋月課長からデートに誘われた。ランチと映画のあとには、課長の家にお邪魔することになっている。

　秋月課長とはもう何度も出かけているのに、ふたりきりで過ごすのは今日が初めてだから、昨夜は興奮と緊張であまり眠れなかった。

「ずっと三人で出かけてたから、康平がいないと変な感じがするな」

　課長も違和感を抱いているようで、ふっと笑った。

（今日は変な空気になっても、康平くんの助けは借りられないってことなんだよね）

　そう思うと余計に緊張して、どんな顔をすればいいのかわからない。

　反して、秋月課長は平素の態度でいる。

　ランチで行ったレストランの予約はもちろん、映画のチケットも取ってくれていたし、ドリンクを買うときだってスムーズだった。反して私は、映画を鑑賞している間は課長との距離が近いことにドキドキして、内容が頭に入ってこなかった。

　秋月課長は、私が映画に集中できていないことに気づいていたはずなのに、それを助長させるかのように手を繋いでくるあたり、実は意地悪なのかもしれない。

「映画、おもしろかったね」

「あ、はい……」

　映画館から車に向かう途中で振られた話題では、曖昧に微笑んでごまかした。すると、課長がクスッと笑った。

「まぁ、真智は集中できてなかったみたいだけど」

「……課長って、ときどき意地悪ですよね」

「男は好きな子ほどいじめたくなるものなんだよ」

　さりげなく私の手を取って指を絡め、瞳をふわりと緩める。一連の言動に動揺させられたことに心の中では抗議しながらも、口をパクパクとさせることしかできなかった。

　秋月課長は楽しげな笑みを浮かべていて、余裕そうな横顔はいっそ優雅にすら思える。一枚どころか何枚も上手うわてな課長に、私の鼓動はドキドキと騒いだ。

　康平くんがいないと、本当に心臓が持ちそうにない。冷静でいたいのに、手のひらから伝わる秋月課長の体温や肩が触れそうな距離に、心は簡単に乱されてしまう。

「晩ご飯は適当に買って帰ろうか。甘いものも食べる？」

　課長はクスクスと笑いながらも、まるで小さな子どもをあやすように私の顔を覗き込んできた。私はただ小さく頷いた。






　秋月課長の家に着いたあと、課長がコーヒーを淹れてくれた。

「真智の荷物が少ないのは新鮮だな。康平がいたときはいつもキャリーバッグだっただろ？　初めて見たときは、いったいなにを持ってきたんだろうって不思議だったよ」

「確かに、まるで一泊旅行のような荷物でしたよね」

　ベビーシッターとして来ていたときは、おもちゃや絵本、色鉛筆に加え、エプロンや着替えまで持参していた。子どもと過ごすと自分まで汚れることはよくあるし、結果的にエプロンはとても役立った。

「でも、本当に助かった。真智のおかげで康平は楽しく過ごせたし、姉夫婦も両親も真智に感謝してるんだ。姉夫婦はお礼もしたいようだし、落ち着いた頃に紹介するよ」

〝紹介〟という言葉に瞠目すると、秋月課長がふっと瞳を緩めた。

「そんなに堅苦しく考えなくていいから」

　過剰反応かもしれないけれど、私にとっては〝恋人の家族に紹介される〟なんて一大事だ。

「ただ、そのときには俺の恋人としても紹介するつもりだけど」

　ますます目を大きく見開くと、課長はククッと笑った。

　まだ付き合ったばかりだし、ふたりきりのデートは今日が初めて。先のことなんてわからないし、私には恋愛経験がほとんどない。

「あの……紹介って、課長のご家族みなさんに……ですか？」

　早くもいっぱいいっぱいになっていると、秋月課長が私の頭をポンと撫でた。

「今すぐの話じゃないよ。姉は出産直後だし、義兄も帰国したばかりだ。でもまぁ、そのつもりでいてくれると嬉しい」

　安心させるような口ぶりでいて、その内容はまったく看過できない。同時に、課長の中では揺るがないものがあるのだ……と気づく。

　今から緊張して想像だけで卒倒しそうだけれど、秋月課長の気持ちは嬉しかった。

「ところで、そろそろ課長って呼ぶのはやめない？」

「え？」

「プライベートなのに仕事をしてる気分になるし、真智には名前で呼んでほしい」

「えっと、じゃあ――」

　突然の申し出に戸惑いつつも、一歩踏み込みたい気持ちも確かにあった。

「賢吾、さん……？」

　ただ名前を呼ぶだけなのにドキドキして、声が上ずってしまう。課長は眉を下げ、困ったように微笑んだ。

「そんなに照れなくても……。俺までつられそうだよ」

　秋月課長の顔を真っ直ぐ見られずにいる私の頬に、骨ばった手が伸びてくる。そっと固定されて、課長の真剣な双眸と私の視線がぶつかった。

「真智」

　低い声が私を呼ぶ。逃がさないと言われているみたいで、反射的に息を呑んだ。

「今夜は一緒に眠ろうか」

「……っ」

　甘い誘惑に、鼓動が大きく脈打つ。その意味がわからないほど子どもではないけれど、戸惑いが大きくてどう返事をすればいいのか判断できない。

「俺は、真智ともっと一緒にいたい」

　けれど、秋月課長はそんな私の心を搦からめ取るように瞳を妖しく光らせ、艶麗な笑みを湛えた。

　逃げられない、と本能で悟る。それに、私だって同じ気持ちだった。

「私も……賢吾さんと、もっと一緒にいたいです」

　震えそうな声音で素直に伝えれば、課長が唇の端をゆっくりと持ち上げた。

　一呼吸置いて、秋月課長は首を傾けるようにしながら顔を近づけてきた。その先を予感して大きく跳ねた心臓が、きゅうっ……と苦しくなる。

　咄嗟に瞼を閉じた刹那、熱を持った唇が私の唇に重なった。

　チュッと音を立て、離れていく。初めてのキスに心臓が苦しいくらいに脈打って、羞恥で顔を上げることができない。

　そんな私をさらに翻弄するように、また唇が触れ合った。

　甘く優しいキスにドキドキさせられるのに、ちっとも不安は芽生えない。壊れ物を扱うように大切に抱きしめてくれる課長の体温は、安堵感を抱かせてくれた。

　この夜、初めて秋月課長のベッドに招き入れられた私は、数え切れないほどのくちづけと熱を持った指先に翻弄され、甘やかな夜の中に堕ちていった――。

















七章　「俺はきみを手放す気はないよ」












　冬の寒さが和らぎ始めた頃。

　四ツ谷物産の社長直々に『別件でも万年筆を使いたい』と話があり、さらには四ツ谷物産と懇意にしている企業とも契約を結ぶことになった。

　その件に加え、来週には三月に入るため、年度末に向けて社内の士気も高まっている。

「四ツ谷物産からも取引先を紹介されるなんて、さすが秋月課長だよね」

　昼休憩が終わる前に化粧室に行くと、少しして個室の外から井野さんたちの声が聞こえてきた。恋人が話題になっているのは、なんだかくすぐったい。

　賢吾さんと付き合っていることは社内では誰にも打ち明けていないけれど、彼との関係は順調に育めている。最近では、週末は賢吾さんの家に泊まることが増え、金曜日の夜から日曜日までずっと一緒に過ごすこともあった。

（ちょっと出にくくなっちゃったな……）

　もうすぐ休憩時間が終わるのに、井野さんたちはまだ盛り上がっている。

　なんとか平静を装って、個室から出ようとしたとき。

「ねぇ、聞いて！　秋月課長がお見合いするんだって！」

　化粧室に駆け込んでくる足音とともに、興奮混じりの言葉が響いた。

「えぇっ!?　なにそれ!?」

　驚いて声が飛び出そうだった私の代弁をするように、井野さんが瞬時に食いついた。

「秋月課長と専務が話してたのを聞いたんだけど、今週の土曜の三時に新高輪しんたかなわのＮホテルだって！　専務いわく、『相手も乗り気だから』って！」

「相手も……って。じゃあ、課長も乗り気ってこと!?」

「うーん、課長も満更でもなさそうに笑ってた気がする」

「噓でしょ!?」

　井野さんの声に、ふたりが困ったように笑い声を零している。

「課長って近いうちに昇進の話があるって言われてるし、そういう事情も絡んでるんじゃない？　残念だけど、諦めて他にいけば？」

「課長なら将来有望だったんだけどなぁ。でも、お互いに乗り気のお見合いなら纏まっちゃうよね」

「昇進ありきなら断れないでしょ。うちの上層部は考え方が古い人間も多いし」

　同僚の慰めに、井野さんはため息をついている。

「ほら、また合コンしようよ！　次は弁護士なんてどう？」

「本当!?　行く行く！」

「井野ちゃん、立ち直り早すぎでしょ！」

　笑い声を上げる三人の足音が遠ざかっていき、化粧室に残っているのはたぶん私だけ。それなのに、個室から出ようとしていた体は動かず、心臓が嫌な音を立てていた。

（お見合い……賢吾さんも乗り気って……）

　賢吾さんからは、土曜日は午後に予定があるとは教えてもらっていたけれど、その日の夜には彼と会う約束をしているし、縁談の話なんて一切聞いていない。

　ただ、昇進が絡んだものであるのなら、私が邪魔になることだけは明白だ。

（もしかして、土曜に別れ話をするつもりだったのかな……）

　縁談が上手く纏まれば、賢吾さんは私との関係を清算するつもりだったのかもしれない。確信なんてない反面、彼からなにも聞かされていないことが不安を煽る。

　血の気が引くように指先が冷たくなっていくさなか、聞いたばかりの情報が頭の中でグルグルと回っていた――。
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　二日後の土曜日の十五時過ぎ。

　私は、Ｎホテルがある駅に降り立った。途中で何度も足を止めたのは、人としてこんなことをするのは間違っている……と思うから。

　けれど、賢吾さんに真実を訊けずに今日を迎えてしまい、このままでは彼と会ってもどんな顔をすればいいのかわからなかった。

　数メートルごとにためらっては立ち止まり、また歩き出す。駅から五分ほどで着くはずだった目的地までは、最終的に二十分近くかかってしまった。

　お見合いの件は、ホテルと時間しか知らないため、賢吾さんがどこにいるのかはわからない。ロビーの片隅にあるラウンジは賑わっていたものの、彼の姿はなかった。

（こんなことしてどうするの……）

　賢吾さんからすれば、勝手にプライベートを探られるのは気が悪いに決まっている。

　それに、もし本当に彼がお見合いをしていたとして、それを目の当たりにして冷静でいられる自信もない。少なくとも、もうすでに不安と緊張で気分が優れなかった。

（……やっぱり帰ろう）

　ホテル内のレストランを一軒ずつ見て回るわけにはいかないし、きっと探し当てたところでいいことなんてない。ようやく冷静になれたことで自身の浅はかさに気づいてため息が漏れ、自分で自分が嫌になるのを感じながら踵を返す。

　直後、ロビーのガラス越しに見えた景色に息を呑んだ。

　見開いた目に映るのは、美しい庭園。大きな池を囲むように植えられている木は、春を間近に控えて緑の葉を生い茂らせている。その中に、見知った人の姿があった。

　賢吾さん……と、声にならない声が漏れる。

　隣に寄り添っているのは着物に身を包んだ女性で、肩を並べる美男美女のふたりは絵に描いたようにお似合いだった。賢吾さんは、池を指差す女性に相槌を打っている。彼の眼差しはとても優しくて、まるで康平くんを見つめているときのようだった。

（満更でもなさそうって、本当だったんだ……）

　なにも自ら傷つきに来なくても、このあとに別れ話が待っていたんだろう。現実を思い知るのが数時間早くなったからといって、傷が浅くなるわけではなかったのに……。

　少し前に『家族に紹介したい』と言ってくれた賢吾さんの言葉を、バカみたいに素直に受け取っていた。浮かれて舞い上がって、幸せに浸っていた。

　けれど、そんな日々はきっともう終わってしまう。

　目の前の光景が今までの幸福とは正反対のものを引き連れ、私をどん底に突き落とした。






【体調が悪いので今日の約束はキャンセルさせてください】

　揺れる電車の中、ぼんやりとしながら打った文面をたいして確認もせずに送信する。文字だけのメッセージは、ひどく無機質に見えた。

　適当に乗り込んだ電車がどこに向かっているのかも、自分がこれからどうしようとしているのかもわからない。考える余裕も力もなくて、なにもかもがどうでもよかった。

　しばらくして耳に届いたアナウンスが、聞き慣れた駅名だと気づいて立ち上がった。

　人の流れに身を任せ、別の沿線に乗り換える。都会から離れていくことにわずかにホッとし、安堵感につられるように視界が滲んでいく。

　三十分ほどして降りたのは、実家の最寄り駅。メッセージを読んだ賢吾さんがうちに来ることを懸念して、とにかく彼と会わずに済む場所にいたかった。

「真智!?　急にどうしたの？」

「ちょっと近くで友達と会ってたから」

　曖昧に笑えば、出迎えてくれた母が「夕飯でも食べていきなさい」と微笑んだ。

　私の顔を見てなにかを察したのかもしれないし、ただの親心だったのかもしれない。ひとりでいたくなかった私は、素直に甘えることにした。

「あっ、まちちゃんだ！」

　母とともにキッチンに立って夕食の支度をしていると、甥っ子の佑太がやってきた。

「どうしているの!?　ぼくはママときたんだよ！」

「佑太、久しぶりだね。今日は遊びに来たの」

「あれ？　真智も来てたんだ」

　キッチンに顔を覗かせた姉に、「真菜まで急にどうしたの？」と母が目を丸くする。

「用事のついでに寄ってみたの」

「じゃあ、夕飯食べていくの？　あなたたち、突然来るからなにもないわよ」

「そのつもり。お母さんのご飯はおいしいから、お腹が膨れれば問題ないよ」

　母はため息をつきつつも、嬉しそうにしている。姉は悪びれなく笑い、買ってきたプリンを冷蔵庫にしまっていた。

「佑太、じいじと遊んでおいで」

「えぇっ！　ぼく、まちちゃんとあそびたい！」

「佑太、あとで遊ぼう。今はじいじと待ってて」

　不満げだった佑太は、「やくそくだよ！」と言い置いて居間の方に走っていった。

「そういえば、ベビーシッターっていつまでするの？　近いうちに美容室に行きたいから、また佑太を預かってくれると助かるんだけど」

「ベビーシッターはもう終わったの」

　姉には、日曜日に康平くんのベビーシッターをしていることは伝えていた。

　ただ、康平くんが賢吾さんの実家で過ごすようになったあとには週末は彼と会っていたから、ベビーシッターを辞めたことはなんとなく言い出せなかった。

「そうだったの？　じゃあ、もっと早く頼めばよかったなぁ。佑太が真智に会いたがってたのよ。あ、でも彼氏がいるとかなら、無理にとは言わないからね」

　姉の言葉に胸が痛む。恋人がいたって失恋寸前の今、上手く笑えそうになかった。

「いないよ、そんな人。私、ちょっとトイレに行ってくるね」

　笑顔を繕うのが苦しくて、逃げるようにキッチンから離れる。リビングに置いていたバッグからスマホを出すと、賢吾さんから返信がきていた。

【大丈夫か？　なにか必要なものがあれば届けるよ】

　彼が心配してくれていることが伝わってきて、胸が締めつけられる。ついさっきまでお見合いをしていたはずなのに、どうしてこんなに優しい言葉が出てくるんだろう。

　罪滅ぼしなのか、それとも賢吾さんにとってはなんでもないことなのか……。どちらにしてもまったく喜べないどころか、苦しくて胸が張り裂けそうだった。

「まちちゃん！　ごはんのじゅんび、おわったの？　もうあそべる？」

　涙をこらえるように唇を噛みしめたとき、居間から佑太がやってきた。

　康平くんと同い年の佑太を見ていると、彼と三人で過ごした日々が蘇ってくる。笑顔ばかりの思い出が、今はとても切ない。

　それでも、嬉しそうに笑う佑太に心が少しだけ救われた。






　今夜は、佑太にせがまれて実家に泊まることになった。

　楽しく過ごすような気分ではなかったけれど、佑太の相手をしている間は無理にでも笑っていられると思い、佑太のお願いを聞き入れた。

「あら、そんなところで寝ちゃったの？」

「うん。私が髪を乾かしてる間にね」

　義兄が待つ家に姉が帰っていったあと、佑太とお風呂に入った。そして、私がリビングを離れた数分の間に、佑太は電池が切れたようにソファで眠ってしまっていた。

「エアコンを入れてくるよ。佑太はもう少ししたら部屋に運ぶから」

　母に言い置いて、ひとまず自室に行った。

　ひとり暮らしを始める前のままの部屋には教科書や参考書が置いてあって、実家に足を運ぶたびに懐かしさが込み上げてくる。同時に、保育士になるために頑張っていたことも思い出し、いつもなら不甲斐ない気持ちにもなっていた。

　けれど、今日はそんな感情は芽生えてこない。きっと、賢吾さんと康平くんと過ごした日々や彼がかけてくれた言葉に、心が癒されたからに違いない。

（それだけでもよかった……よね）

　自分自身に言い聞かせ、深呼吸をする。ここは実家で、佑太を部屋に運ばなければいけないため、のんびりしている暇はない。そう思うと、勢いでスマホをタップできた。

　二回目のコール音も鳴らない間に、賢吾さんが『はい』と電話に出た。声を聞いただけで胸が詰まり、昼間に見た光景が鮮明に蘇ってきて鼻の奥がツンと痛む。

「あの……真智です。今日はドタキャンしてごめんなさい」

『いや、構わないよ。それより体調は大丈夫か？　必要なものがあれば持っていくから、遠慮なく頼って』

　時刻は二十二時を回っている。私がお願いすれば、彼は深夜にだって家に来てくれるだろう。そういう人だと、この数か月で知った。

　ところが、今はその優しさが残酷に思え、視界が歪んでいく。

「賢吾さん……」

『ん？　どうした？』

　覚悟なんてできていないから、決心もなにもない。ただ、時間が経てば経つほど、傷がどんどん深くなることだけはわかっている。だから、こぶしを握って口を開いた。

「……っ、別れましょう」

　震える声が弱々しく落ちていき、わずかな沈黙が訪れる。

「私はやっぱり……賢吾さんには釣り合いませんから……」

『ちょっと待って、真智！　いったいどうして、急にそんな――』

「理由はそれだけです……」

『真智』

　一方的に電話を切ろうとすると、賢吾さんが私をたしなめるように低い声を出した。思わず肩をびくつかせ、呼吸を止めてしまいそうになる。

『本当にそんな理由で別れたいと思ってるのか？』

　彼は息を吐き、私の返事を待つように黙ったけれど。

「理由はさっき話した通りです……」

　私はただ、同じ言葉を返すだけだった。

「勝手なことを言ってごめんなさい……。でも――」

『それが真智の本心なら、俺も考えよう。ただ、俺はきみを手放す気はないよ』

　強引に話を進めようとしていたのに、賢吾さんは私の意思を揺らしてくる。昼間にはお見合いなんてしていたくせに、いとも簡単に私の心を縫い留めてくる彼は本当にずるい。

　その場しのぎの嘘なんていらない。そう思うのに、賢吾さんの言葉ひとつで揺らいでしまう私は、本気で別れ話ができていないのだと思い知る。

『とにかく一度会って話そう。明日の朝、真智の家に行くから』

「もう、いいんです……。今までありがとうございました」

　私をなだめようとする声を無視して、彼の返事も待たずに電話を切り、電源も落とした。

　なんて身勝手で、最低なんだろう。

　そう感じる反面、私に黙ってお見合いをしていた賢吾さんだってひどいことをしているのだと思うと、どうしても冷静ではいられなかった。

「……ふ、っ……」

　涙とともに零れた自嘲混じりの笑みが、冷たい空気に包まれる。幸せだった日々がまやかしのようで、ずっと浮かれていたことが情けないとすら思えた。

　今さらこの想いをなかったことにはできない。

　それでも、月曜日に会社に行けば、彼と顔を合わせることになる。平日に毎日会っていれば、どんなに忘れたくても簡単に割り切れるわけがない。

　元カレに振られたときは、こんなに苦しくなかった。

　けれど、今はあのときとは比べ物にならないくらいつらくて、涙がとめどなく溢れてくる。

　早く佑太をベッドに運ばないといけないのに、しばらく部屋から出られなかった――。

















八章　「俺がどれだけきみを好きか、じっくり教えてあげるよ」












　翌週の火曜日には三月に入った。

　社内はいっそう慌ただしくなり、営業部では残業をする社員が多かった。

　私もそのうちのひとり。仕事が好きなわけではないけれど、忙しくしていれば賢吾さんのことをあまり考えずに済んだ。

　もちろん、同じ部署にいれば就業時間内は視界に入るし、ときどきは動揺してしまう。

　ただ、彼は社内会議に出たり上役に呼び出されたりすることが多く、思っていたよりも顔を見る機会は少なかった。

　前みたいに資料室や人陰で捕まるかもしれないとも考えたけれど。私が仕事を終えるとすぐに退社していたからか、それとも賢吾さんが多忙だからか、そういうこともなかった。

　もっとも、彼にとってこの状況が好都合なら、そんなことをする必要はないはずだ。現に、あれから一度も連絡はない。

　そうして金曜日を迎えたときにはいつも以上にクタクタで、帰宅後にはお風呂に入ってベッドに潜った。

　会社で耳にした井野さんたちの話によると、賢吾さんの縁談はいい方向に進んだのだとか。彼女たちがどこから話を仕入れるのかは疑問だったものの、なにもしなくても情報が勝手に入ってくるのはつらい。

　仕事中は気が紛れても、ひとりきりの夜には余計なことばかり考えてしまう。

　一週間近く経っても涸れない涙は、未だに枕を濡らす。それでも、疲労感いっぱいの体は限界を迎え、この日の夜ようやく私は泥のように眠ることができたのだった――。
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（なにしてるんだろ……）

　ベンチに腰掛け、深いため息を零す。

　うららかな土曜日の昼下がり、この数か月間ですっかり見慣れた場所を訪れていた。

　遊具に噴水、手入れが行き届いた花壇。どこを見ても思い出が詰まっているここは、賢吾さんの家の近所にある公園で、康平くんと出会った場所でもある。

　家にいると泣いてばかりになりそうで出てきたのはよかったけれど、彼のことを考えているうちにこんなところまで来てしまったのだ。

　賢吾さんの家までは目と鼻の先で、公園内からも位置によってはマンションが見える。

　彼と鉢合わせるかもしれない場所にノコノコやってくるなんて、別れたくない証拠以外の何物でもない。もし会ってしまったら、なんの言い訳もできないのに……。

　自分から別れを切り出しておいて、未練だらけの行動を取るなんて呆れてしまう。

　そう思う反面、公園に着いてからすでに三十分以上が経っているというのに、一向に足が帰路に向かなかった。

「あれぇ!?　まちちゃん!?」

「えっ……」

「まちちゃんだぁ！　パパ、ママ、まちちゃんがいるよ！」

　明るい声に弾かれたように顔を上げると、満面の笑みで走ってくる康平くんの姿が視界に飛びこんできた。

　心臓がバクバクと鳴り出し、咄嗟に賢吾さんを探してしまう。幸か不幸か、康平くんの後ろにいるのは、ベビーカーを押したご夫婦だけだった。

「まちちゃん、どうしてここにいるの!?」

「えっと……たまたまかな……」

　彼の姿がないことに安堵しつつも、私の足に飛びついてきた康平くんに笑顔を向けると、康平くんのご両親らしきふたりが笑みを浮かべた。

「小杉真智さんですか？」

「は、はい……！　はじめまして」

「はじめまして。康平の母の亜希子です。その節は息子がお世話になりました」

　亜希子さんと夫の康隆やすたかさんからお礼を言われ、恐縮しながらも頭を下げる。

「あのねぇ、ぼくたち、けんちゃんのおうちにいってたんだよ！　そしたらね、あいちゃんがねちゃったの」

「そうだったの。康平くん、すっかりお兄ちゃんだね」

　誇らしげに笑った康平くんは、亜希子さんに「ママ、真智さんにお話があるからパパと遊んできてくれる？」と言われ、康隆さんと滑り台の方に走っていった。

「少しいいですか？」

「あ、はい……」

　亜希子さんとベンチに腰掛けると、亜衣あいちゃんがぐずり始めた。亜希子さんが亜衣ちゃんを抱き、私に笑みを向ける。その表情は、賢吾さんにどことなく似ていた。

「落ち着いたら一度お会いしたいと思ってたんだけど、お礼が遅くなってごめんなさい。真智さんのおかげで康平は精神的にとても安定したし、本当に助かったの」

「いえ、そんな……。私はなにも……」

「ううん、そんなことない。あの子、すごく人見知りで、他人にはなかなか懐かないの。でも、真智さんには初対面のときから懐いてたみたいだし、家でもずっとあなたのことを話してるのよ。本当に真智さんのことが大好きなんだと思うの」

　そんな風に言ってもらえて、とても嬉しかった。保育士としての自信を失くしていたけれど、心が救われた気がしてくる。

「それから、賢吾のことも。賢吾と付き合ってるんだよね？　賢吾は、昔から達観してるところがあったせいか、なんでもひとりで解決しようとするし、言葉足らずな部分があるのよね。でも、優しくていい奴だっていうのは保証するから、末永くよろしくね」

　ところが、唐突に賢吾さんの話題になってしまい、思わず顔が引きつる。

「あ……その、私……」

　ためらう私の様子に、亜希子さんはなにかを察するように目を小さく見開いた。

「ねぇねぇ、まちちゃん！」

　そこへ滑り台で遊んでいた康平くんが戻ってきた。

「まちちゃんは、けんちゃんのおうちにいかないの？　ぼく、またどうぶつえんにいきたいなぁ。こんどは、パパとママとあいちゃんも！」

　無邪気な笑顔が痛くて、油断すれば瞳に水膜が張ってしまいそう。

「私は……もう行けないの。ごめんね」

　それをこらえて微笑めば、康平くんがきょとんとした顔で首を傾げた。

「どうして？　だって、けんちゃんはまちちゃんをおよめさんにしたいっていってたよ？」

「えっ……」

「およめさんって、だいすきなひとのことでしょ？　パパとママみたいにけっこんして、ずっといっしょにくらすんでしょ？」

　私の手を掴んで必死に問いかけてくる康平くんに、どう返せばいいのかわからない。

「けんちゃんとけっこんしないなら、ぼくとけっこんしよ！　ぼく、まちちゃんのことがだいすきだし、けっこんしたらみんなでどうぶつえんにいけるよね？」

　ところが、康平くんが突拍子もないことを言い出したから、小さく噴いてしまった。みんなで動物園に行くために結婚してくれるなんて、子どもらしい発想が可愛い。

　そして、私はやっぱり康平くんに助けられてばかりだ。

　亜希子さんは心配そうに眉を下げていたけれど、私の心はもう決まっていた。三歳の子どもにここまで言ってもらったのだから、いい大人の私が逃げているわけにはいかない。

「亜希子さん、すみません。私、今から賢吾さんに会いに行ってきます」

　康平くんに「ありがとう」と言って頭を撫で、亜希子さんと康隆さんに挨拶を済ませ、急いで公園を後にした。

　賢吾さんのマンションまでは、走れば五分もかからない。見慣れた道を全力で駆けてマンションの前にたどり着くと、自動ドアの向こう側から彼が姿を現した。

「真智」

「賢吾さん……」

「姉から連絡をもらったんだ」

　賢吾さんは小さな笑みを浮かべた。彼の優しい表情を前に、涙が込み上げてくる。

「ちゃんと話そう」

「……っ、はい……」

　不安の中にいた私は、声を詰まらせながら頷いた。






　二週間ぶりに訪れた賢吾さんの部屋は、相変わらず整頓されている。康平くんのおもちゃが落ちていたときが、なんだか懐かしい。

　コーヒーを淹れた彼は、私をソファに促した。

「先週の日曜、どこかに行ってた？」

「土曜から実家に泊まってて……」

「それならよかった。土日はずっとスマホの電源を切ってたみたいだったし、日曜に家に行ったけど留守だったから、月曜に会社で顔を見るまで心配してたんだ」

　賢吾さんの言葉に目を丸くする。同時に、あんな態度を取ったことに罪悪感が芽生えた。

「すみません……」

「いや、謝らなくていい。むしろ、俺の方こそごめん」

「え？」

「真智から別れ話をされたときは、正直に言うと理由がわからなかった。日曜も連絡がつかない上に会えなかったし、やきもきしたんだけど……月曜にやっとわかったよ」

　彼は月曜に出社したあと、縁談の件が噂になっていることを知ったようで、私が唐突に別れ話を口にした理由を察したのだとか。

「ちゃんと話してなくてごめん。ただ、俺は最初から受ける気はなかったんだ。専務直々に持ってこられた話だったから断れなかったんだが、もう大丈夫だ」

「でも……昇進の話が絡んでるって……」

「ああ、それは否定しない。でも、縁談は最初から破談にする手筈だったんだよ」

　どういうことなのかわからない私に、彼は順を追って話してくれた。

　縁談の相手は中堅企業の社長令嬢であり、賢吾さんの大学時代の後輩だったこと。そして、恋人がいる彼女から『破談にするために協力してほしい』と頼まれたこと。

「彼女は父親から交際を反対されて、縁談の話ばかり持ってこられて困ってたらしい。だから、『一度だけならお見合いする』と約束したところ、たまたまその相手が俺だったんだ」

「それで、賢吾さんに相談したってことですか？」

「ああ。俺は俺で断りづらい雰囲気だったけど、お互いに乗り気じゃないとわかればさすがに押し進められないだろう、って。つまり、当の本人たちが結託してたんだ」

　彼に縁談を持ちかけた専務は、社長の甥っ子だ。断れば角が立つし、昇進にも響いたかもしれない。

「もともと、専務は先方とのパイプ役が欲しかったらしいんだ。俺は以前、その会社から契約を取ってきたことがあったし、俺と彼女が同じ大学だとどこからか聞きつけて話が纏まりやすいとでも思ったんだろ」

「だからって……断ってしまって大丈夫だったんですか？」

　賢吾さんの今後のことが心配になった私に、笑みが向けられる。

「言っただろ？　専務は『パイプ役が欲しかった』って。俺と彼女で適当に盛り上げておいたから、心配しなくていい」

「だとしても、相手の女性はまたお見合いしないといけなくなるんじゃ……」

「それも大丈夫だ。彼女の恋人は俺の大学時代の友人なんだけど、仕事も信頼もできる奴だし、社長も最近では心底反対してるわけじゃないみたいだから」

「じゃあ……」

「真智が心配するようなことはなにもないよ」

　ふわりと瞳を緩めた彼は、次いで眉を下げた。

「でも、黙っててごめん。最初から破談にするつもりだったし、内々に話を進めてたから、わざわざ話して不安にさせるよりは言わない方がいいと思ってたんだ。話すにしても、解決してから伝えればいいかと……」

　きっと、賢吾さんなりに私のことを考えてくれていたんだろう。それはわかる。

「ただ、社内で噂が広がってると知って、すぐに後悔した。真智にはきちんと話しておくべきだった」

　けれど、やっぱり先に彼の口から教えてほしかった。もちろん、不安になったり不信感を抱いたり、困惑することもあったとは思う。

　それでも、噂で知るよりはずっといい。

「本当にごめん」

　別れ話をした頃は、賢吾さんに対して非難めいた気持ちもあった。ただ、私だって一方的に避け続けていたから、少なからず彼を傷つけたに違いない。

「もういいです、事情はわかりましたから……。それに、私も話し合おうともしなかったですし……」

「真智は悪くないよ。本当は、月曜に真智と話したかった。でも、残業続きだったし、真智は俺と目も合わさないようにしてたから、時間がない中で話すよりは週末に落ち着いて会う方がいいと思ったんだ」

　こうしてきちんと話し合った今は、賢吾さんが言葉足らずなところがある人だとわかる。亜希子さんが言っていた通り、きっと彼はひとりで問題を抱える節があるんだろう。

「あの……」

　それは嫌だと伝えたくなったものの、こんなことを言ってもいいのかと戸惑う。言い淀む私に、賢吾さんが微笑んだ。

「真智の思ってることを聞かせて。ちゃんと聞くから」

（ああ、そうだった……）

　彼はいつだって、私の言葉に耳を傾けてくれる。言いたいことを飲み込んでばかりで、自分の気持ちを上手く話せない私のペースに合わせて向き合ってくれる。

　今回はすれ違ってしまったけれど、賢吾さんはずっとそうだった。

「私、今までは賢吾さんに釣り合わないって気持ちが強かったんです……。保育士を辞めて、今の仕事は別に好きなわけじゃなくて……なにもない自分に自信がなくて……」

「うん」

「でも、賢吾さんのことを好きになって、変わりたいって思うようになりました」

　彼は私を真っ直ぐ見つめ、相槌を打ってくれている。

「まだ保育士としてやっていく自信はないですが、康平くんのベビーシッターをさせてもらったことで、私はやっぱり子どもが好きだって思って……」

　私のペースに合わせてくれることに安堵し、今の気持ちを言葉にしていくことができた。

「今すぐじゃなくても、また保育士に復帰したいって思えるようになったんです」

　保育士として現場復帰するのは大変だろう。保護者対応の難しさは、弘美や短大時代の友人たちも口を揃えるほどだ。

　それでも、私はやっぱり子どもと関わる仕事がしたいし、賢吾さんと肩を並べて歩いていける女性になりたい。これからは自信を持って彼の隣にいるためにも……。

「こういう気持ち、私は賢吾さんに聞いてほしい。それで……賢吾さんにも色々話してほしいです」

　賢吾さんをじっと見つめれば、彼は眉を下げた。

「ああ、そうだな。俺はずっと、自分で解決できることをいちいち誰かに言う必要はないと思ってたんだ。でも、真智が自分の気持ちを伝えてくれて、本当に嬉しかった。だから、これからは真智にはちゃんと話すよ」

　賢吾さんは自嘲混じりの笑みを浮かべると、私の手をそっと握った。

「真智に振られたらどうしようかと思った……」

　彼らしくない弱気な声音に、胸がきゅうと締めつけられる。それは私のセリフだと思うのに、先に言われてしまったせいで笑みが零れた。

「私だって、賢吾さんがお見合いするって知ったときは不安でした。実はお見合いの日、ホテルまで行ってしまったんです。……こんな私でもいいって思ってくれますか？」

　賢吾さんは目を見開き、程なくして小さく噴き出した。

「まさか見られてるとは思わなかったよ。でも、それだけ俺を好きだってことだろ？」

　子どもみたいに無邪気に笑う彼の顔には嫌悪感のようなものはなく、なぜか嬉々としている。緊張しながら打ち明けたのに、拍子抜けしてしまった。

「正直に言うと、賢吾さんが告白してくれる前から、賢吾さんに惹かれてました。一緒に過ごすうちにもっと想いが大きくなって、今は本当に賢吾さんのことが好きです」

　羞恥を押し込めて肯定すれば、賢吾さんが困り顔で微笑んだ。

「まいったな……。そこまで言ってもらえるとは思わなかったよ」

　私の眼前に広がっているのは、照れくさそうでいて喜びいっぱいの面持ち。幸せそうに破顔した彼が、私の顎をそっと掬い上げた。

　刹那、唇がふわりと重なった。

　優しいキスが数度繰り返され、私を容赦なく甘やかす。

「可愛い恋人にここまで言われたら、男としては応えないわけにはいかないな」

　少しして唇が離れると、賢吾さんは私に言うでもなくひとりごちた。

「俺がどれだけきみを好きか、じっくり教えてあげるよ。……ベッドの中で、ね」

　言うが早く、唇が塞がれてしまう。食むようなくちづけに鼓動は高鳴り、次いで唇の隙間を割るように侵入してきた熱い舌に翻弄されていく。

「……っ、んんっ……！」
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　息もつけないような激しいキスになるまでは、あっという間だった。

　酸素を求めて逃げようとすれば、たしなめるように舌を強く吸い上げられて、もっと深くまで押し入ってくる。

　獰猛な情欲を見せつけられるようで、胸の奥がひどく戦慄いた。

　ようやくして唇が離れたとき、彼は肩で息をする私を見て瞳を緩めた。

　全身を襲う熱が、思考を溶かしていく。そのせいで、賢吾さんに抱き上げられることを素直に受け入れ、彼の腕の中で寝室に移動した。

　ベッドに寝かされると、ドキドキした。二週間前にも肌を重ねたのに、きちんと向き合ったあとだからか心がくすぐったい。羞恥も芽生え、賢吾さんを直視できなかった。

「真智。ちゃんと俺を見て」

　それなのに、甘い声で命じられてしまえば、私の意思は簡単に彼の思い通りになる。

「いい子だ」

　低い声音が鼓膜に囁きかけてくると、自分のすべてを賢吾さんに差し出したくなった。

「賢吾さん……好きです……」

「ああ、俺も好きだよ。俺がどれだけ真智を想ってるのか、今から思い知って」

　魅惑的な笑みに、ずるい誘惑。どうしたって拒絶なんてできない。

　私は甘えるように彼の背中に手を回し、ぎゅうっとしがみついた。

　ふっと笑った賢吾さんは、さっきみたいに幸せそうにしているに違いない。私も同じ気持ちだから、彼の顔を見なくてもわかった。

　ずっと、言いたいことを飲み込んできた。

　夢を諦めてからは自分には誇れるものがなにもない気がして、家族にはどこか後ろめたさを抱いて……。だから、どんどん自信がなくなって、俯いてばかりいた。

「真智」

　けれど、賢吾さんがそんな私のことを変えてくれた。彼の傍にいたいからこそ、変わりたいと思わせてくれた。

　保育士としてまたやっていけるのかと考えると不安は尽きないし、きっと悩んだり落ち込んだりすることもたくさんあるだろう。

「愛してる」

　それでも、賢吾さんが隣にいてくれるのなら、きっと大丈夫。

　大好きな彼の腕の中で微笑む私の心には、そんな自信が芽生えていた――。

















エピローグ　Ｓｉｄｅ　賢吾












　季節は穏やかに巡り、真智と付き合ってから二度目のクリスマスが過ぎた。

　仕事もプライベートも順調で、彼女とは一年記念日を機に同棲を始めた。

　来年の四月には、俺は営業部の部長に昇進することが内定している。年が明ければ業務の引継ぎを始め、上役ともなにかと顔を合わせる機会が増えるだろう。

　そうなると今以上に仕事に追われるため、年内に真智との生活を始めたかった。彼女には前々から同棲の相談をしていたし、タイミングに関しても賛成してくれた。

　双方の家族にも紹介を済ませ、両親も康平同様、真智のことを気に入っている。

　最近では、康平と彼女の甥っ子の佑太くんを連れて四人で遊びに行くこともある。同い年のふたりは兄弟のようで、家族ぐるみでいい関係を築いていた。

　ただ、真智のことが大好きな康平と佑太くんが彼女を取り合うのが、小さな悩みの種だ。

　真智が上手く諫めてくれるため、喧嘩にはならないが……。その様子を見ている俺は、真智は俺のものだ、と内心ではやきもきしてしまう。

　さすがに四歳児と張り合う気はないものの、所構わず彼女に抱きつくふたりを見て羨ましいと思うことも少なくはないのだ……。

「ただいま」

「おかえりなさい。ご飯とお風呂、どっちを先にする？」

「どっちでもいいよ。俺が一番欲しいのは真智だから」

　けれど、誰よりも真智を独り占めできるのは俺の特権だ。付き合って一年以上が経つし、話し方も敬語ではなくなったというのに、初々しく頬を染める姿に面映ゆくなる。

　できれば、このまま真智をベッドに連れ込んでしまいたい。

　もっとも、先に帰宅して夕食を作って待ってくれていた彼女に、そんなことは言えないけれど。






　夕食とお風呂を済ませたあと、「話があるんだ」と真智をソファに促した。彼女は不思議そうにしつつも、俺の隣に腰を下ろす。

「来年の七月以降のことはなにか考えてる？」

　真智はすぐに、俺の言いたいことを察したようだった。

　来年の六月いっぱいで、彼女はミヤギヤとの雇用契約が終了する。恐らく、本人が望めば契約は延長できるが、それでは契約社員のままだ。

　真智自身、畑違いだった仕事には慣れたようだし、契約社員への負担を減らすようにと密かに働きかけていたため、昨年度よりも残業時間は減っている。働きやすくはなっただろうし、最終的には彼女が決めることではあるが、一度きちんと訊いておきたかった。

「私も近いうちに話そうと思ってたんだけど……。私、次の契約のタイミングを待たず、来年の春には保育士に復帰したいと思ってるの」

　それは、予想通りの答えだった。

　もともと、真智は保育士に復帰することを望んでいたし、その方がいいだろう。今の仕事も向いていないとは思わないが、康平たちと接する姿を見ていると、やっぱり彼女には子どもと関わる仕事が天職だと感じていた。

「ブランクがあるし、就職先のあてもないから、まだどうなるかわからないけど……」

　苦笑を零す真智に頷き、本題に触れる。

「確約できるわけじゃないけど、新しくできる保育園で働く気はないか？」

「え？」

「四ツ谷物産が品川しながわ区を中心に保育園をいくつか創設するらしいんだ。その立ち上げメンバーとして、来年の春から働ける経験者を募集してる」

　彼女は驚きながらも、俺の話に聞き入っていた。

　四ツ谷物産の社長から、『知り合いに信頼できる保育士はいないか』と尋ねられたのは半月ほど前のこと。最初の契約以降、四ツ谷物産の社長からは定期的にゴルフに誘われるようになり、先日も朝早くから出向いた。そこでこの話を聞かされたのだ。

　まさかそんなことを尋ねられるとは思いもしなかったが、これまで付き合いのためだけに腕を磨いてきたゴルフをしていてよかったと、心底思った。

　社長には『適任がいればご紹介します』と言うに留めたものの、真っ先に真智のことが脳裏に浮かんでいた。もちろん、彼女の意思が最優先ではあるけれど。

「立ち上げのスタッフたちで色々と創り上げていくようで、たとえば行事なんかも相談して決めていくという話だった。きっと大変だろうけど、やり甲斐は大きいと思う」

　俺自身、四ツ谷物産との縁ができて以来ずっと、担当者を始め、社長や上役と接してきた。その上で、信頼できる企業だと感じている。

「四ツ谷物産ならなにかあっても社員を守ってくれるだろうから、そういう意味でも安心できると思ったんだ。今すぐに決める必要はないが、もし興味があれば場を設けるよ」

　真剣に考えている様子だった真智は、程なくして俺を真っ直ぐ見つめてきた。

「すごく興味がある。立ち上げから関わるなんて大変だろうし、私に務まるかはわからないけど、チャンスをもらえるならそこで働いてみたい」

　口調こそ控えめだったものの、彼女の瞳に迷いはない。

「真智ならそう言うと思ったよ」

　微笑んだ俺に、同じような表情が返ってきた。






　出会ったときの真智は、物静かで控えめで、目立たない女性だった。

　仕事は丁寧だし、真面目にこなしていたけれど、業務を押しつけられてもなにも言わない。そんな彼女とは、良くも悪くもあまり関わることはないと思っていた。

　ところが、なりふり構っていられなかった俺の強引なお願いを聞いてくれたことを機に、本当の真智を知っていった。

　康平と全力で遊び、優しく真っ直ぐに向き合い、そしてときにはきちんと叱ってくれる姿は、俺の中にあった彼女のイメージを大きく覆した。

　素の真智を知れば知るほど惹かれていき、無邪気な笑顔に何度見入ってしまっただろう。

　気づいたときには恋心を抱き、どうすれば彼女の心を手に入れられるか……ということで頭がいっぱいだった。康平をダシにして狡猾なことを考えたのも、一度や二度ではない。

　素直な真智は、きっと俺がこんなことを思っていたなんて想像もしていないだろう。

　けれど、俺はもうずっと前から真智との将来を考えている。それくらい、彼女のことがなによりも大切だ。近い将来、ふたりで家族を作りたい。

「いつか子どもが生まれるなら、真智に似た女の子がいいな」

「え？」

　ベッドの中で真智を抱きしめながら、うっかり考えていたことを声に出してしまった。

　彼女といるとリラックスしすぎるせいか、こんなことはもう何度もある。

「男の子だと、真智を取り合ってしまいそうだからね」

　それでも、真智になら恥ずかしげもなく本心を言えてしまうから不思議だ。

「私は、賢吾さんに似た男の子がいいな。息子って小さな彼氏って言うし、賢吾さんにそっくりな子だったらすごく可愛いだろうなぁ」

　ふふっと笑う彼女は、きっと俺に似た男の子と過ごす自分自身の姿を思い描いているのだろう。わずかな嫉妬心が芽生えたが、同時に頬を綻ばせてしまう。

　真智に似た女の子でも、俺に似た男の子でも、もしどちらにも似ていなかったとしても、きっと幸福な未来がそこにあるに違いない。

「男の子でも女の子でも、絶対に可愛いよ」

「うん、私もそう思う」

　嬉しそうに笑みを浮かべる彼女を見て、それを確信する。

　真智と額をくっつけて微笑み合えば、心は柔らかな幸福感で満たされていった――。







ＥＮＤ










著者紹介




河野　美姫（かわの・みき）


大阪府出身。２００９年『Cotton Candy』でデビュー。

愛犬に癒されながら小説を書いています。








Copyright © 2022 Miki Kawano All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		プロローグ



		一章　「謝罪をするのは俺の方だろう」



		二章　「付き合ってくれないか」



		三章　「きみがいてくれて本当によかった」



		四章　「きみを口説きたくなった」



		五章　「きみのすべてが欲しい、って意味だよ」



		六章　「今夜は一緒に眠ろうか」



		七章　「俺はきみを手放す気はないよ」



		八章　「俺がどれだけきみを好きか、じっくり教えてあげるよ」



		エピローグ　Ｓｉｄｅ　賢吾























Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
85 i ¢

x #i/ Bh f]
i<





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





